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第２次所沢市保健医療計画　令和３年度取組状況評価シート
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１． 目標指標の達成度

・定量的な指標：令和７年度の目標値に対する当該年度の達成 ・定性的な指標：目標に対する各年度の取組実績により判断

　　　　　　　　率により、目標指標達成度（評価）を求める。 　　　　　　　　して目標指標達成度（評価）を求める。

・基準表

※令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため中止された取り組みが目標指標に影響する場合、
　目標指標達成度は未評価「―」とします。

２． 評価方法

・評価は、小項目ごとの「目標指標に対する達成度」により行う。

○

定
量
的
な
目
標
指
標

判断基準 達成度

定
性
的
な
目
標
指
標

判断基準 達成度

達成率９５％を超える S
現状（＝計画策定時点）の水準から進展が見られ
た（充実、改善等）

◎

達成率８０％～９５％ A

達成率５０％～８０％未満 B
現状（＝計画策定時点）の水準を維持した
（実施、継続等）

達成率３０％～５０％未満 C
現状（＝計画策定時点）の水準を維持できなかっ
た、進展がなかった（未実施、未達成等）

△

達成率３０％未満 D

※定量的な目標指標の判断基準に関する考え方 ※定性的な目標指標の判断基準に関する考え方

・目標（R7年度）に対する実績について、各年度毎で達成度
を判定する。

【減少を目標とした項目の評価について】
・第1章第1節（2）「成人の喫煙率の減少（喫煙をやめたい
者がやめる）」等、実績が下がる程目標に近づき、達成度が
高くなる指標の達成率は、以下の式に当てはめて算出し、該
当指標の特記事項に計算式を明記する。

《式（単位：％）》

・目標が「継続」等であっても、毎年度、充実・改善等をし
ながら推進していく考え方とする。
・現状（基準年）と同じレベルで維持している場合の達成度
は基本的には「○」とする。
・「○」以外の達成度を選択した場合はその理由を「特記事
項」に記載する。

・「今後の市の方向性」に対する取組実績について、各節ごとに委員会からの指摘や要望等を、必要に応じて「委員会コメント」に記載すること
で評価を補足するものとする。

×100
（100－実績（当該年度））

（100－目標（Ｒ７年度））

2/50ﾍﾟｰｼﾞ



R7

健康づくり推進事業

関係事務事業名称

成人健康教育・相談事業

トコトコ健幸マイレージ事業

成人健康教育・相談事業

健康づくり推進事業

健康体操推進事業
地域力活用運動好きな子ども育成事業
スポーツ教室開催事業
体力つくり大会開催事業

トコトコ健幸マイレージ事業

健康づくり推進事業

関係事務事業名称

日常生活の中で自身のペースで気軽に楽しみながら取り組める「歩き」に着眼点を置いた「トコトコ健幸マイレージ事業」を実施
し、市民の健康意識を高め、健康づくりを推進した。令和４年２月には申込者数が１万人を突破し、令和２年度に引き続き埼玉
県内１位となっている。

日常生活における身体活動、運動への取り組みに関する指
標です。現状は平成29年度特定健診データ解析結果による
ものです。運動習慣の獲得を目指し、日常生活で継続して取
り組めるよう周知啓発に努めます。

実　績

指標名 日常生活において歩行又は同等の身体活動を1日1時間以上実施した人の割合 R2

50.7%

(2)

(3)

(4)

(5)

市ホームページや広報紙、「健康ガイドところざわ」で保健センターの各種健康相談を周知した。また、所沢市医師会に加入し
ている医療機関や保健センターの各種健康教室、出張講座、保健師の地区活動等で「ご相談は保健センターへ」のチラシを
配布し相談窓口を周知した。
「理学療法士のできること」のチラシを作成し、子どもから大人まで幅広く相談に対応していることを周知した。

現状（H29年度【参考値】)
51.3％

目標（R7年度）

今後の
市の方向性

令和３年度
主な取組実績

(6)

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

(1)

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ａ A

達成率 92.2%

R3 R4

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

市民が生涯を通じて健康で幸せを実感し元気でいきいきと暮らせるよう、健康づくり、生活習慣病予防、バランスの良い食生活、歯・口腔の健康などについて推進します。

健康意識を高める仕組みづくりを行います。
運動・休養等からだの健康に関する相談窓口等を周知します。
保健師地区担当制による地区活動や「トコトコ健幸マイレージ事業」への参加者を拡大するなど、健康への関心が低い人へもアプローチする仕組みづくりを進めます。
健やかな心身をはぐくむ子育て支援を推進します。
健康を意識した生活が送れるよう学校保健・関係機関との連携を図ります。
市民自らの健康保持・増進への取り組みを推進（支援）します。

課名主な取組

第１章　健康の保持・増進

基本方針

第１節　健康づくりの推進　（１）身体活動・運動、休養

健康づくり支
援課

R5 R6

55.0%

スポーツ振興
課

健康づくり支
援課

栄養士・歯科衛生士・理学療法士など多職種が連携し、「トコトコ健幸マイレージ事業」を保健センターの各種健康教室や健康
相談、出張講座等で周知した。また、地区活動や母子保健事業を通じて働き盛りや子育て世代にも広く周知し、健康への関心
が低い人へも健康に意識を持ってもらうようアプローチした。

健康づくり支
援課

子どもの成長に重要な体作りを家庭で気軽に実践できる「親子ふれあい体操」のリーフレットを４か月児・１０か月児健康診査票
に同封するとともに、保健センターの乳幼児健康診査会場に拡大ポスターを掲示し、子どもの成長に重要な体作りに取り組める
ための支援を行った。

健康づくり支
援課

保健給食課、スポーツ振興課と教育現場の現状を共有し、小６・中３向け保健体育教材用リーフレットを配布した。また学校生
活に向けて生活リズムや朝食と栄養の大切さを意識づけるため、新入学児童の学校説明会でパンフレットを配布した。

91.3%

50.2%

健康づくり支
援課

運動を通じ健康維持を図るとともに、生涯を通してスポーツに親しむきっかけづくりとして、「さわやか健康体操教室」「手軽に健
やか体操教室」、「男性いつまでも元気体操教室」「市民体力つくりトコろんウォーク」及び、親子で楽しめる事業「親子スポーツ
フェア」「親子で逆上がり教室」「親子でなわとびチャレンジ」「親子ティーボール教室」を開催した。

睡眠の仕組みや質の良い睡眠が健康に繋がるため、休養の大切さについてチラシを作成し、普及啓発した。
健康づくり支

援課

3/50ﾍﾟｰｼﾞ



4/50ﾍﾟｰｼﾞ

健康づくり推進事業

関係事務事業名称

成人健康教室・相談事業

母子健康教育・相談事業

健康づくり推進事業

関係事務事業名称

第１章　健康の保持・増進

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)

今後の
市の方向性

保健センターの各種健康相談や健康教室において、適正な飲酒量について普及啓発を行った。
健康づくり支

援課

第１節　健康づくりの推進　（２）飲酒・喫煙

課名主な取組

(1)
(2)
(3)

妊娠届出時や両親学級において、妊婦の飲酒防止に関するリーフレットを配布した。

禁煙希望者に対する健康づくり(禁煙支援)を推進し禁煙希
望者が禁煙することにより成人の喫煙率を減らしていく為の
指標です。

実　績 20.9%

R2 R3

18.0%

現状（H29年度【参考値】)
19.9％

97.4%

20.1%

指標名 成人の喫煙率の減少(喫煙をやめたい者がやめる)

目標（R7年度）

96.5%

健康づくり支
援課

保健センターや市役所に喫煙・受動喫煙に関するリーフレットを配架し、市ホームページに喫煙による健康への影響や子育
て世代の喫煙状況、禁煙に関する情報を掲載し、普及啓発を行った。

健康づくり支
援課

R6R5 R7R4

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

適正な飲酒量について普及啓発を実施します。
妊婦や子どもの飲酒防止について啓発します。
喫煙や受動喫煙の健康への影響について啓発を行います。

【Ｒ３達成率算出方法】
（100％-20.１％（【実績】Ｒ３年度））／（100％-18.0％（【目標】Ｒ7年度））×100＝97.4％

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ｓ S

達成率



健康づくり支援
課

成人健康教育・相談事業

令和３年度
主な取組実績

特定保健指導事業
特定保健指導未利用者対策事業

特定健診の結果に基づく特定保健指導として、情報提供、動機付け支援、積極的支援に階層化した。
情報提供に階層化された対象者の中で、要指導域の方には健康講座を案内し、要医療域の方には受診勧奨通知を発送し
た。動機付け支援および積極的支援に階層化された対象者には、「個別相談」「血管若返りセミナー」「気軽にシェイプ運動教
室」などの特定保健指導事業を開催し、保健・栄養・運動の観点から自らの生活を振り返る機会を提供した。
【令和3年度実績】参加者数：201人
また、上記事業の未利用者に対しては、電話や訪問による利用勧奨や未利用者を対象とした「血管年齢測定」「栄養教室」
「運動教室」を開催した。【令和3年度実績】参加者数：298人（11回開催）

国民健康保険
課

比較的健康に意識が向きにくいとされる働き盛りや子育て世代の人等でも、気軽に日常生活で健康づくりに取り組めるよう、
乳幼児健康診査や地区活動等で「トコトコ健幸マイレージ事業」のチラシを配布した。

健康づくり支援
課

国民健康保険
課

より多くの市民へ情報が届くよう、保健センター内に保健センターの事業案内や糖尿病に焦点をあてた健康情報を掲示した。
また、コミュニティビジョンに掲載し、糖尿病の予防を広く周知した。

健康づくり支援
課

(3)

受診率向上を図るため、市ホームページ、ほっとメール、広報紙、健康ガイドところざわ、各イベント（保健センターの各種健康
相談や健康教育、出張講座、地区活動等）でのＰＲ等を通じて健診（検診）の重要性を周知した。

関係事務事業名称

トコトコ健幸マイレージ事業

関係事務事業名称

健康づくり推進事業

トコトコ健幸マイレージ事業

特定健康診査等受診勧奨事業

健康づくり推進事業
成人健康教育・相談事業

85.0% 達成率 87.8% 86.0%

R4

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
A A

R2

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

生活習慣病予防に関する情報を発信します。
健康への関心が低い人へもアプローチする仕組みづくりを推進します。
健康診断（検診）の重要性を周知し、受診率向上に向けた取り組みを進めます。
関係機関と連携し生活習慣病の予防に努めます。
市民自らの健康保持・増進への取り組みを推進（支援）します。

R5 R6 R7

第１節　健康づくりの推進　（３）生活習慣病予防（がん・高血圧・糖尿病等）

今後の
市の方向性

(1)

(2)

(4)

(5)

所沢市市民医療センター医師と作成した「糖尿病に関する講話」の動画を上映し、保健センターの各種健康教室や健康相
談、地区活動等で糖尿病に関する知識を普及啓発した。
また、所沢市医師会に加入している医療機関において、保健センターの各種健康相談や健診結果活用講座等のチラシを配
布してもらうよう依頼した。

健康づくり支援
課

指標名 健幸（健康）マイレージ参加者のうち「健康に気をつけている」人の割合

課名主な取組

第１章　健康の保持・増進

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

R3

健康意識についての向上を測るための指標です。健幸（健
康）マイレージの参加者にアンケート調査を行い把握します。

目標（R7年度） 実　績 74.6% 73.1%

現状（H30年度【参考値】）
82.0％
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(2)

(3)

関係事務事業名称R5 R6 R7R4

こども支援課

こども福祉課

こども支援センター運営事業（子育て支援）

こども支援センター運営事業（発達支援）

95.0% 達成率

地域子育て支援拠点事業

母子健康教育・相談事業

ところっこ親子ふれあい絵本事業

健康づくり推進事業

93.8% 94.3%

1歳6か月児健康診査会場でボランティアによる絵本の読み聞かせを実施し、子どもの健やかな成長を促すとともに、親子の
ふれあいの大切さの普及啓発を行った。

指標名 この地域で子育てをしたいと思う親の割合 R2 R3

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ｓ S

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

令和３年度
主な取組実績

こども支援センター「大地」では、子育て支援エリア「ルピナス」及び発達支援エリア「マーガレット」が連携して子育て講習会
等の合同事業を実施した。また、発達支援においては、相談しやすい環境づくりに努め、相談利用者の増加を図った。

健康づくり支
援課

こども支援課

こども支援課

健康づくり支
援課

健康づくり支
援課

今後の
市の方向性

第２節　母と子の健康　（１）子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり

第１章　健康の保持・増進

関係事務事業名称

健康づくり推進事業

妊娠・出産つづけてサポート事業
乳幼児家庭全戸訪問事業

(1)

課名主な取組

(1)
(2)
(3)

必要な時に必要な情報が得られるよう、関係機関が連携し相談体制を充実します。
子育て世代の孤立化の防止、健やかな成長を支援し安心できる環境づくりを進めます。
親子に絵本の読み聞かせを行い、親子のふれあいの機会を提供することで、子どもの健やかな成長を支援します。

子育て世代の孤立化防止を図るため、保育園、児童館等、市内２７施設で地域子育て支援拠点事業を実施した。

各地区の子育て関係会議（子育てネットワーク会議、まちづくり協議会）への参加や、主任児童委員と情報共有会議を実施
し、地域の課題や個別支援について連携を強化した。

妊娠中から助産師・保健師等専門職と面談することによって様々な相談及び支援に早期対応するため母子健康手帳の交
付を見直し、令和４年度から子育て世代包括支援センター「かるがも」と保健医療課において、専門職と面接のうえ交付する
体制を整備した。
妊娠届出や乳児家庭全戸訪問等で、保健センターの事業や個別相談、地域の子育て情報を周知した。

本市の子育て環境の充実について測るための指標です。健
やか親子21調査で「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回
答した人の割合であり、どの世代の人も暮らしやすいコミュニ
ティがある地域を目指します。

目標（R7年度） 実　績

現状（H30年度【参考値】）
93.2％

98.7% 99.3%



健康づくり支
援課

R5 R6 R7

健康づくり支
援課

こども支援課

R2 R3 R4

(2)

(5)

妊娠中から助産師・保健師等専門職と面談することによって様々な相談および支援に早期対応するため母子健康手帳の交
付を見直し、令和4年度から子育て世代包括支援センター「かるがも」と保健医療課において、専門職と面接のうえ交付する
体制を整備した。【令和3年度実績】かるがも面接率：52.7％（令和3年度中の妊娠届出数のうち「かるがも」において保健師が
面接を実施した件数割合）
子育て世代包括支援センター「かるがも」では月1回土曜日に予約制で母子健康手帳を交付した。また産後ケア事業を実施
し、心身のケアや育児サポート等のきめ細かい支援を行った。

(1)

外国籍世帯に向け、母子健康手帳の外国語版発行、外国語表記による離乳食の進め方や乳幼児健康診査の必要性等の
情報および相談窓口のチラシを作成し、育児サービスが受けやすい環境づくりを強化した。

「ところっこ親子で楽しむ運動あそび」を開催し、親子のふれあいの楽しさなどを伝えた。

乳幼児健康診査事業

関係事務事業名称

ところっこ子育てサポート事業

妊娠・出産つづけてサポート事業

こども支援センター運営事業（子育て支
援）

健康づくり推進事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ｓ Ｓ

指標名

一連の健康診査の受診率から、切れ目ない支援について測
るための指標です。妊娠期から切れ目ない支援を行い、乳
幼児健診につないでいくことは、母子保健事業の中でも重要
な課題であり、特に乳幼児健診の未受診は児童虐待のハイリ
スク要因とされていることから、乳幼児健康診査受診勧奨事
業に積極的に取り組み、未受診率を減少させることを目指し
ます。

目標（R7年度） 実　績

現状（H30年度【参考値】）
4.8％

2.7% 達成率

乳幼児健康診査未受診率（4か月・1歳6か月・3歳）

(3)

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

悩んだり迷ったりした時に相談できる場所（窓口）の周知と情報提供を行います。
安心して出産・子育てできる体制や環境を整え、母子保健事業を充実します。
親子のふれあいの楽しさや乳幼児期からの語りかけなど、子育てのポイントを伝えていきます。
子育て支援機関、保健・医療・福祉等の関係機関と連携を図ります。
様々な状況にある子どもや保護者へのきめ細かい支援を行います。

市内産科・小児科医療機関・まちづくりセンター・保育園・幼稚園・児童館に「妊娠届出は子育て包括支援センターかるがも
へ」のポスターを掲示し、妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない相談体制の構築に努めた。
地区担当保健師が保育園・幼稚園・児童館等に母子保健事業を周知し、個別ケース支援について情報共有した。

健康づくり支
援課

妊娠・出産つづけてサポート事業
母子健康教育・相談事業

第１章　健康の保持・増進

課名主な取組

「ところっこ子育てサポート事業」で妊娠期から出産・子育てに関する相談を実施し、事業のリーフレット配布などにより子育て
世帯への周知を図った。

こども支援課

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

今後の
市の方向性

第２節　母と子の健康　（２）切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策

令和３年度
主な取組実績

【Ｒ3達成率算出方法】
（100％-5.8％（【実績】Ｒ3年度））／（100％-2.7％（【目標】Ｒ7年度））×100＝96.8％

「親子ふれあい体操」のリーフレットを4か月児・10か月児健診票に同封した。
1歳6か月健康診査の集団健診会場において、幼児の食事バランス、乳幼児の歯の健康に関する動画を上映し情報を発信し
た。また、市ホームページで産後の母親に必要な栄養と食事について掲載や、乳幼児期のブラッシング動画を配信し、健康
情報を充実した。

健康づくり支
援課

乳幼児健康診査事業
食育推進事業
母子歯科保健指導事業

医療機関や関係機関との会議（子育てネットワーク会議・市内産科医療機関連携会議・まちづくり協議会・4センター会議等）
への参加や、市内小児科医療機関等と個別支援の必要性について共通認識を図り、連携を強化した。

健康づくり支
援課

(4)

4.0% 5.8%

98.7% 96.8%

健康づくり推進事業
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関係事務事業名称

現状（H30年度実績）
継続

関係事務事業名称

R5 R6 R7

課名主な取組

(2)

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
○ ○

継続 達成率

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第１章　健康の保持・増進

今後の
市の方向性

第２節　母と子の健康　　（３）思春期の子どもたちのこころとからだの健やかな成長のための支援

(1)
(2)

子ども及び家庭に対する健康教育を進めます。
学校や関係機関との連携・情報提供を進めます。

令和３年度
主な取組実績

健康に関する自己管理意識について高めるための指標で
す。引き続き、児童生徒への健康教育を推進します。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

指標名 児童生徒への健康に対する自己管理意識を高めるためのパンフレットを児童生徒に配布 R2 R3

(1)

各小中学校に心のふれあい相談員32人、スクールカウンセラー4人などを配置し、児童生徒および保護者の相談に対応
した（のべ25,822件）。相談内容に応じて、学校、教育委員会の各機関、そのほか児童相談所や警察署等の関係機関と
の連携・情報提供を行い、支援の充実に努めた。

学校教育課

市学校保健会では、性に関する指導の充実をはじめ、子供たちの心身の健やかな成長のため、市内中学校14校にて専
門講師派遣事業を実施した。また、学校では、子どもたちが自分で自分の健康を管理することができるよう発達段階に応
じた健康教育を実施した。

保健給食課

R4

健康づくり推進事業

学校保健事業

健やか輝き支援事業
スクールカウンセラー学校派遣事業



介護予防事業

関係事務事業名称

食生活改善推進事業

関係事務事業名称

食生活改善推進事業

食生活改善推進事業

食育推進事業

食生活改善推進事業

継続 達成率

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
○ ○

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

肥満やメタボリックシンドローム、生活習慣病予防を目的とした、食生活改善のための栄養教育、健全な食生活からの健康保持・増進に取り組みます。
主食・主菜・副菜の揃ったバランスの良い食事や適正体重について普及啓発を行います。
学校保健と地域保健の連携により、健全な食生活を実践する力を育てる食育を推進します。
妊娠期から子育て期の母子の健康管理のための食育に関する普及啓発を図ります。
関係機関が連携して栄養教育を実施します。

R5 R6 R7

今後の
市の方向性

第３節　栄養・食生活　（１）適正体重を維持するための知識の普及

(1)

(2)

令和３年度
主な取組実績

(3)

(5)

(4)

指標名 適正体重を知り、維持していくための食生活の啓発 R2

第１章　健康の保持・増進

保健センターの各種栄養教室において、講話や調理実習を実施し、適正体重を知り維持していくための食生活の重要
性について、普及啓発を行った。

健康づくり支
援課

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

保健センターの各種栄養教室において、生活習慣病予防に関する講話と調理実習を実施し、健全な食生活を送ることの
重要性について、普及啓発を行った。

健康づくり支
援課

課名主な取組

高齢者支援課と共催で65歳以上の方を対象に「すこやか栄養教室」を実施し、フレイル予防をテーマに栄養と歯の講話
を実施した。

健康づくり支
援課

新小学1年生を対象に食育パンフレット「しっかり学んで、しっかり食べよう」を配布し、児童期の子どもたちや家庭への食
育の推進を図った。

健康づくり支
援課

保健センターの母親学級（栄養）において、妊娠中の食生活について指導・助言を行った。また、出産後の体調変化や
育児ストレスなどにより、体調を崩しがちな産婦を対象に「産後ママクッキング」を実施した。

健康づくり支
援課

R3 R4

適正体重を維持するための知識の普及について図るための
指標です。引き続き、適正体重を意識した食生活に目を向
けてもらえるよう事業を実施します。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

現状（H30年度実績）
継続
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食育推進事業

関係事務事業名称

学校保健事業

食育推進事業

学校保健事業
学校給食食育推進事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ｓ S

13.0% 達成率

指標名 朝食を抜くことが週に３回以上ある者の割合 R2 R3 R4

実　績 16.6% 16.9%

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

現状（H29年度【参考値】）
14.7％

令和３年度
主な取組実績

(2)

学校では、保護者に対し「保健だより」や保護者会を通して「正しい生活リズム」について発信するとともに、学校保健委員会
や児童生徒保健委員会でもテーマとして取り上げ、児童生徒家庭での意識が向上するよう働きかけた。

95.9% 95.5%

保健給食課

保健センターで健康食教室を実施し、生活習慣病予防に関する栄養講話と調理実習を通して野菜の重要性を普及啓発し
た。また、旬の野菜を使用した健康レシピを「クックパッド」に掲載した。

健康づくり支
援課

学校では、保護者に対し「保健だより」や保護者会を通して「正しい生活リズム」について発信するとともに、学校保健委員会
や児童生徒保健委員会でもテーマとして取り上げ、学校や児童生徒と連携し家庭での意識が向上するよう働きかけた。ま
た、「給食だより」等で、朝ごはんの大切さを伝えた。

今後の
市の方向性

第３節　栄養・食生活　（２）朝食を意識したバランスのよい食生活の普及

第１章　健康の保持・増進

課名主な取組

(1)
(2)
(3)

正しい生活リズムを身につけるための取り組みを推進します。
野菜を食べる習慣を身につける取り組みを推進します。
関係機関と連携して児童生徒や保護者に対する食育を推進します。

(1)

(3)

【Ｒ3達成率算出方法】
（100％-16.9％（【実績】Ｒ3年度））／（100％-13.0％（【目標】Ｒ7年度））×100＝95.5％

保健センターの乳幼児健康診査や離乳食教室、児童館等において、乳幼児の成長過程に応じた生活リズムの基礎作りやバ
ランスのとれた食生活に関する教育を実施した。

健康づくり支
援課

食育推進事業

新小学1年生を対象に食育パンフレット「しっかり学んで、しっかり食べよう」を配布し、児童期の子どもたちや家庭への食育の
推進を図った。

健康づくり支
援課

食育推進事業

保健給食課

R5 R6 R7

 朝食を意識したバランスの良い食生活の普及について測る
ための指標です。バランスの良い食生活の周知啓発に努め
ます。

目標（R7年度）



(3)

(2)

(1)

市内小中学校と連携し、子どもたちへの食文化の継承を目指して、献立に行事食や郷土食を取り入れた。献立表や給食
だより等で紹介したり、当日の給食時間に指導し、給食を通して食文化を伝えた。
【令和3年度実績】行事食
（6･11月）彩の国ふるさと学校給食月間、（7月）七夕献立、
（9月）お月見献立　（12月）冬至献立（1月）七草・まゆだま、（2月）節分、
（3月）ひなまつり　等

令和３年度
主な取組実績

保健給食課 学校給食食育推進事業

関係事務事業名称

食育推進事業

関係事務事業名称

地産地消推進事業

地産地消推進事業
所沢農産物ブランド化推進事業

学校給食食育推進事業

食育推進事業

食育推進事業

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
― ○

継続 達成率

R4 R5 R6 R7

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

農業振興課

各農業者団体が、県の地産地消月間である11月に販売会等を行い、所沢産農産物について、広く周知・PRを図ることが
できた。
【4日 所沢市園芸協会：品評会および販売会、16日 所沢市農業後継者協議会：販売会、21日 所沢市４Hｸﾗﾌﾞ：マル
シェ】

農業振興課

給食に地場産食材、特に地場産野菜を積極的に取り入れ、地域への関心や、生産者への感謝の気持ちを育てた。ま
た、単独調理校では学校ファームで栽培した野菜を給食で使用。子どもたちは生産者の苦労に気づき、残さず食べようと
いう意欲へ繋がった。
【R３年度実績】地場産野菜使用率：学校給食センター4.3％　単独・親子方式調理校17.5％

保健給食課

異世代料理教室を実施し、次世代へ伝えたい食文化について周知した。
健康づくり支

援課

所沢農産物やその加工品を周知、PRを目的とした「採れたて！農産物直売とことこ市」において「健康・野菜レシピ」を配
布した。また、広報紙に旬の野菜を使用した健康レシピを掲載し地産地消を推進した。

健康づくり支
援課

「所沢農産物を活用した地産地消レシピ」vol.11にて、地域の伝統料理を次世代に伝えるために活動している「ふるさとの
味伝承士」が考案したメニューを紹介した。（作成部数：3,000部）

今後の
市の方向性

第３節　栄養・食生活　（３）次世代に伝えたい食文化

第１章　健康の保持・増進

課名主な取組

(1)
(2)
(3)

地域の食文化への関心と理解を深めるとともに、食文化の保護・継承に向けて、食育を推進します。
新鮮で安心・安全な農産物などを消費するとともに、生産者と消費者の交流を図ることができる地産地消を推進します。
関係機関と連携して、食文化の継承を図ります。

次世代に伝えたい食文化の継承を図るための指標です。引
き続き、異世代料理教室や郷土料理講習会等の開催を通じ
て伝統的な食文化の継承に努めます。

目標（R7年度） 実　績 ― 継続

現状（H30年度実績）
継続

指標名 祖父母と孫で調理する料理教室や郷土料理をテーマとした料理講習会の開催 R2 R3
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食生活改善推進事業

関係事務事業名称

食生活改善推進事業

食育推進事業

学校給食食育推進事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
○ ○

継続 達成率

指標名 誰かと一緒に食べることの大切さの啓発 R2 R3 R4

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

現状（H30年度実績）
継続

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)

望ましい食習慣の獲得に向けファミリー食育教室や親子料理教室を実施した。また、離乳後期の教室を通じて共食の重
要性を普及啓発した。

健康づくり支
援課

新１年生を対象に食育パンフレット「しっかり学んで、しっかり食べよう」を配布し、児童期の子どもたちや家庭への食育を
推進した。

健康づくり支
援課

市の栄養教諭・栄養士が教員と連携し、食に関する授業や給食の指導を行い、学校での食育の推進を図った。
【令和3年度実績】
（教科授業・学級活動）
　・学校給食センター対象校：74回
　・単独・親子方式調理校：665回
（給食指導）
　・学校給食センター対象校：随時
　・単独・親子方式調理校：随時

今後の
市の方向性

第３節　栄養・食生活　（４）共食の推進

第１章　健康の保持・増進

課名主な取組

(1)
(2)
(3)

家族や仲間と一緒に食事をすることの重要性を周知します。
健全で充実した食生活の実現に向けた食育を推進します。
関係機関と連携し「共食」の普及啓発を図ります。

保健給食課

R5 R6 R7

共食の推進について食育教室等を通じて周知啓発を図るた
めの指標です。引き続き、共食の重要性についての啓発に
努めます。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続



成人歯科保健指導事業

関係事務事業名称

学校保健事業

成人歯科保健指導事業
母子歯科保健指導事業

学校保健事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
― A

70.0% 達成率

指標名 かかりつけ歯科医を持つ者の割合 R2 R3 R4

実　績 ― 61.9%

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

現状（H30年度【参考値】）
64.4％

令和３年度
主な取組実績

(2)

市学校保健会においては、「むし歯のない子」の表彰を行った。【令和３年度実績】 1,732人（対象：小学校5年生）

― 88.4%

保健給食課

歯と口の健康週間に合わせて、市ホームページにライフステージごとの歯と口の健康に関する動画を配信し、周知啓発を
行った。

健康づくり支
援課

歯と口の健康週間行事（令和３年度は、新型コロナウイルス感染症対策により中止）において、各学校へ歯と体の健康につ
いてのポスターを配布した。（行事の中止に伴い同じく中止）

今後の
市の方向性

第４節　歯・口腔の健康　（１）歯と口の健康意識の向上

第１章　健康の保持・増進

課名主な取組

(1)
(2)
(3)

歯と口の健康の大切さについて啓発します。
ライフステージに応じた歯科口腔保健事業を推進します。
口腔と全身の健康との関連について周知を図ります。

(1)

(3)

「免疫力を高める食事と口腔ケア」のチラシを配布し、感染予防として免疫力を上げるために口腔ケアが重要であることを周
知した。

健康づくり支
援課

成人歯科保健指導事業

成人を対象とした保健センターの歯科教育事業において、むし歯や歯周病が歯の喪失原因になるだけではなく、生活の質
や全身の健康に影響を及ぼすことを指導・啓発した。

健康づくり支
援課

成人歯科保健指導事業

保健給食課

R5 R6 R7

青年期・壮年期（働き盛りの世代）以降における歯と口の健康意識につい
て測るための指標です。生涯にわたる歯と口の健康づくりのためにかかり
つけ歯科医を持ち、定期的に歯科検診を受けることの重要性が伝わるよ
うに、様々な機会を捉えて情報発信に努め、令和7年度（2025年度）まで
に70％を目指します。

目標（R7年度）
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母子歯科保健指導事業

関係事務事業名称

母子歯科保健指導事業

母子歯科保健指導事業

母子歯科保健指導事業
成人歯科保健指導事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ｓ S

90.0% 達成率

指標名 むし歯のない3歳児の割合 R2 R3 R4

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

現状（H30年度【参考値】）
89.6％

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)

歯と口の健康が子どもの健やかな成長につながることを啓発するため、保健センターの１歳6か月児健康診査、2歳児歯科健
康教室、3歳児健康診査で歯科相談を実施した。【令和３年度実績】実施回数：108回

98.8% 102.9%

健康づくり支
援課

市ホームページで乳幼児のむし歯予防と歯みがきのポイントについて動画を配信し、周知啓発を行った。
健康づくり支

援課

保健センターの母子保健事業や成人歯科検診において歯科保健指導を実施し、歯と口の健康を保つためにかかりつけ歯科
医で定期的な歯科検診を受ける必要性を周知啓発した。

今後の
市の方向性

第４節　歯・口腔の健康　（２）口腔内疾病の予防

第１章　健康の保持・増進

課名主な取組

(1)
(2)
(3)

切れ目のないむし歯予防・歯周病予防の取り組みの充実を図ります。
むし歯・歯周病について、知識の向上や周知を図ります。
定期的な歯科検診の必要性について周知します。

健康づくり支
援課

R5 R6 R7

乳幼児期におけるむし歯の状況について測るための指標です。現
状は、平成30年度の割合です。目標は、歯みがきや食生活などの
生活習慣を身につけ、定期的な歯科検診を受けることの重要性に
ついて周知・学習の機会の提供に努め、令和7年度（2025年度）ま
でに90％を目指します。

目標（R7年度） 実　績 88.9% 92.6%



特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
― A

90.0% 達成率

R7

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

現状（H30年度【参考値】）
88.6％

令和３年度
主な取組実績

― 92.4%
咀嚼機能の維持について測る指標です。現状は、平成30年度の
割合です。目標は、口腔機能の維持が身体の健康を保つことにも
つながるため、健康な口腔機能を保つために必要な知識の向上や
啓発に努め、令和7年度（2025年度）までに90％を目指します。

目標（R7年度） 実　績 ― 83.2%

指標名 「なんでも噛んで食べられる」60歳代の割合 R2 R3

母子歯科保健指導事業
成人歯科保健指導事業

関係事務事業名称

今後の
市の方向性

第４節　歯・口腔の健康　（３）口腔機能の維持及び向上

第１章　健康の保持・増進

課名主な取組

(1)
(2)

オーラルフレイル、口腔機能の低下を防ぐために必要な知識の向上や啓発を実施します。
自分で歯を磨くことが難しい方については、家族に対し口腔ケアの知識向上に関する啓発を実施します。

関係事務事業名称

(1)

元気歯つらつ教室や、高齢者を対象とした依頼教育事業において、オーラルフレイル（＝身体の衰えの一つで、特に口腔
機能の軽微な低下や食の偏り等のこと）予防の重要性について、周知啓発した。

健康づくり支
援課

(2)

障害児（者）施設に通所する利用者と保護者に対し、自分で歯を磨くことが難しい方の口腔ケアについて、家族の理解や正
しいケアの方法に関する教育や啓発を行った。
【令和3年度実績】参加人数：290人

健康づくり支
援課

R4 R5 R6

成人歯科保健指導事業

介護予防事業
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各種予防接種事業

各種予防接種事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標

目標指標
達成度

○ 〇

接種勧奨通知による疾病罹患予防の重要性、予防接種の有
効性、副反応等についての知識の普及啓発を図るための指
標です。引き続き、予防接種に関して知識の普及啓発に努
めます。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

継続 達成率

R4

第５節　予防接種　（１）予防接種に関する知識の普及

第１章　健康の保持・増進

令和３年度
主な取組実績

指標名 勧奨通知による疾病罹患予防の重要性、予防接種の有効性、副反応等の知識の普及啓発の実施 R2 R3

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)

感染症・予防接種に関する正確な情報提供を行います。
医療機関と連携強化し、適正な予防接種の実施を図ります。

関係事務事業名称

(1)

市ホームページや健康ガイドところざわにより各種予防接種に関する案内を行った。また、正しい理解のもと接種を受けら
れるよう、接種対象者に送付している個別通知で、ワクチンの効果や副反応に関する情報提供を行った。その他に市立
小学校の「保健だより」への勧奨記事の掲載を実施した。

健康管理課

(2)

予防接種協力医療機関に対して、「定期予防接種実施要領」や「予防接種ガイドライン」を送付したほか、予防接種の実
施に関する情報を随時提供することにより適正な実施が図られた。

健康管理課

現状（H30年度実績）
継続

R5 R6 R7

各種予防接種事業



各種予防接種事業

関係事務事業名称

各種予防接種事業

各種予防接種事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ｓ S

85% 達成率

令和３年度
主な取組実績

96.9% 96.0%二種混合予防接種の接種率を示す指標です。現状は、平成
30年度の接種率です。目標は、令和7年度（2025年度）まで
に85％を目指します。

目標（R7年度） 実　績 82.4% 81.6%

指標名 二種混合予防接種の接種率 R2 R3 R4

(1)

第５節　予防接種　（２）予防接種接種率の向上

第１章　健康の保持・増進

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)

接種勧奨を継続し、安定的に予防接種を実施します。
医療機関へのきめ細かい情報提供を継続して行います。

　定期接種の対象者に個別通知を送付した。また、生後2か月になる前に、乳児期に開始する予防接種の予診票と併せて、
予防接種に関する説明文や小冊子を同封して送付し、勧奨を行った。
　さらに、接種率の向上のため、未接種者に対し、主に以下の対応を行った。
　・接種勧奨通知の送付
　・保健師による訪問指導や乳幼児健診の際に、定期接種の接種状況を確認し、未接種者には接種勧奨
　・保健給食課と連携し、就学時健康診断時に、保護者へ予防接種勧奨チラシを配布し、接種勧奨

健康管理課

(2)

予防接種協力医療機関に対して、「定期予防接種実施要領」や「予防接種ガイドライン」を送付したほか、予防接種の実施
に関する情報を随時提供することにより適正な実施が図られた。

健康管理課

現状（H30年度【参考値】）
78％

R5 R6 R7
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健康づくり推進事業

関係事務事業名称

がん検診事業

関係事務事業名称

がん検診事業

がん検診事業

成人健康教室・相談事業

生活習慣病の重症化予防事業

48,000人 達成率

43,271人

現状（H30年度【参考値】）
41,892人

75.0% 90.1%

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ｂ A

指標名 がん検診の受診者数 R2 R3 R4

今後の
市の方向性

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)

(5)

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

受診率向上を図るため、主に以下の取組を行った。
・市内全戸配布の「健康ガイドところざわ」で市民にご案内するとともに、切り取り式のがん検診申し込みはがきのページを用
意し、料金受取人払いで市民が郵便料の負担なく申込可能とした。
・市ホームページ、ところざわほっとメール（電子申請のリンク先を貼付け）で申込期限の周知を図った。
・土曜日・日曜日にがん検診を受診できるバス検診を実施し、保健センターで実施する集団検診に「女性受診者のみの日」を
設け、受診しやすい環境の整備に努めた。

第２章　早期発見・支援

基本方針

第１節　生活習慣病対策　（１）がん

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

生活習慣病、精神疾患、こころの健康問題などの早期発見と支援の強化を図ります。

健康管理課

所沢図書館と連携し、「健康・医療コーナー」で、健康づくり支援課のトコトコ健康マイレージ等の事業と併せて、がん検診の
普及啓発を行った。
また、国保特定健診のご案内に、がん検診の情報を掲載し、周知を図った。

健康管理課

がん検診の受診率向上を図ります。
がん検診の普及啓発を実施します。
健康によい生活習慣の知識の向上や情報提供を行います。
がん検診や特定健診を習慣化させ、生活習慣を振り返る大切さを普及啓発します。
関係機関と連携し、生活習慣病の早期発見を目指します。

課名主な取組

所沢市医師会に加入している医療機関において、保健センターの各種健康相談や健診結果活用講座等のチラシを配布し
た。

健康づくり支
援課

(4)

保健センターの各種健康相談や健康教育において、より良い生活習慣への知識を普及啓発した。
健康づくり支

援課

健診結果を生かした生活習慣の改善を目的に「元気応援健康講座」を実施した。（定員：３０名）
参加者が健診結果と生活習慣の関係性を学び、自ら健康づくりの行動計画を立案・実践し、取り組んだ成果を次の健診で確
認できるよう支援した。
【令和3年度実績】参加人数
　１回目：7月5日　29名　　２回目：7月20日　29名　　３回目：11月18日　26名　　４回目：12月6日　23名
　５回目：12月14日　26名

国民健康保険
課

R5 R6 R7

がん（胃・肺・大腸・乳・子宮頸・前立腺）検診の受診者数を
示す指標です。現状は、平成30年度のがん検診の受診者数
です。目標は、令和7年度（2025年度）までに受診者数
48,000人を目指します。

目標（R7年度） 実　績 36,014人



自主防災組織育成事業

関係事務事業名称

特定健康診査等実施事業

関係事務事業名称

特定健康診査等受診勧奨事業

成人健康教室・相談事業

成人健康教室・相談事業
母子健康教育・相談事業

特定保健指導事業
特定健康診査等受診勧奨事業

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性49.0％、女性43.0％ 達成率

男性  52.0%
女性  48.4%

現状（H30年度【参考値】）
特定健診受診者のうち
男性50.7％、女性45.1％

男性  88.2%
女性  87.2%

男性  94.1%
女性  90.5%

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
男性　Ａ
女性　Ａ

男性　Ａ
女性　Ａ

男性
女性

指標名 所沢市国民健康保険被保険者のうち、特定健診の結果、収縮期血圧130mmHg以上の人の割合 R2 R3 R4

今後の
市の方向性

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)

(5)

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

所沢市医師会加入医療機関へ受診勧奨ポスター、立体トコろんPOP等を配布し、健診（検診）の重要性について普及啓発を
行った。また、埼玉西武ライオンズの選手を起用したポスター、ほっとメールや自治会回覧、コミュニティビジョン、ところバス中
吊りを活用した受診勧奨や、イベント時に制度の普及啓発を行った。

第２章　早期発見・支援

第１節　生活習慣病対策　（２）脳卒中・心筋梗塞

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

国民健康保険
課

保健センターの各種健康相談や健康教室において、健全な食生活や運動の必要性を説明した。
健康づくり支

援課

定期的な健康診断（検診）・かかりつけ医等の重要性を周知し、受診率向上を図ります。
食や運動をはじめとする正しい生活習慣についての知識向上や情報提供を行います。
健康診断（検診）の受診を習慣化させ、生活習慣を振り返る大切さを普及啓発します。
市の関係部署と連携し、生活習慣病の早期発見に努めます。
市民自らの健康保持・増進への取り組みを推進（支援）します。

課名主な取組

【Ｒ3達成率算出方法】
男性：（100％-52.0％（【実績】Ｒ3年度））／（100％-49.0％（【目標】Ｒ7年度））×100＝94.1％
女性：（100％-48.4％（【実績】Ｒ3年度））／（100％-43.0％（【目標】Ｒ7年度））×100＝90.5％

地域の自主防災訓練やPTA、小中学校等において、埼玉西部消防局や所沢市消防団により、心肺蘇生法を含めたAEDの
使用方法についての訓練は、コロナの影響により全て中止となった。

危機管理室

(4)

保健センターの各種健康相談や健康教育において、健康診断（検診）の必要性を説明し受診を促した。また、母子保健事業
を通して子育て世代や働き盛りの世代に対しても受診を促した。

健康づくり支
援課

特定健診の結果に関する地区別データを、地区担当保健師等が地区活動の中で活用できるよう健康づくり支援課に情報提
供した。また、生活習慣病の早期発見を行うことが目的である特定健診について、関係部署（衛生部門、商業農業部門、子
育て部門）に勧奨依頼（ポスター掲示、チラシ配架、発行物への記事掲載）を行った。

国民健康保険
課

R5 R6 R7

脳卒中・急性心筋梗塞の発症要因となる高血圧の状態を測る指標
です。収縮期血圧130mmHg以上は保健指導判定値であり、生活
習慣を見直すことで改善が期待されます。現状は、平成30年度の
割合です。脳卒中・急性心筋梗塞の発症の前段階である高血圧を
予防するために、令和７年度（2025年度）までに男性49％、女性
43％を目指します。

目標（R7年度） 実　績
男性  55.0%
女性  50.3%

19/50ﾍﾟｰｼﾞ



20/50ﾍﾟｰｼﾞ

トコトコ健幸マイレージ事業

関係事務事業名称

特定健康診査等実施事業

関係事務事業名称

特定健康診査等受診勧奨事業

健康づくり推進事業

成人健康教室・相談事業
母子健康教育・相談事業

特定保健指導事業
特定健康診査等受診勧奨事業

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性35.0％、女性20.5％ 達成率

男性  39.5%
女性  25.9%

現状（H30年度【参考値】）
特定健診受診者のうち
男性40.8％、女性25.4％

男性  91.5%
女性  92.5%

男性  93.1%
女性  93.2%

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
男性　Ａ
女性　Ａ

男性　Ａ
女性　Ａ

男性
女性

指標名 所沢市国民健康保険被保険者のうち、特定健診の結果、空腹時血糖値100mg/dl以上の人の割合 R2 R3 R4

今後の
市の方向性

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)

(5)

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

所沢市医師会加入医療機関へ受診勧奨ポスター、立体トコろんPOP等を配布し、健診（検診）の重要性について普及啓発
を行った。また、埼玉西武ライオンズの選手を起用したポスター、ほっとメールや自治会回覧、コミュニティビジョン、ところバス
中吊りを活用した受診勧奨や、イベント時に制度の普及啓発を行った。

第２章　早期発見・支援

第１節　生活習慣病対策　（３）糖尿病

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

国民健康保険
課

所沢市市民医療センター医師と作成した「糖尿病に関する講話」の動画を地区活動等で活用、糖尿病に関する知識につい
て、普及啓発を行った。

健康づくり支
援課

定期的な健康診断（検診）等の重要性を周知し、受診率向上を図ります。
食や運動をはじめとする正しい生活習慣についての知識向上や情報提供を行います。
健康診断（検診）の受診を習慣化させ、生活習慣を振り返る大切さを普及啓発します。
市の関係部署と連携し、生活習慣病の早期発見を図ります。
市民自らの健康保持・増進への取り組みを推進（支援）します。

課名主な取組

【Ｒ3達成率算出方法】
男性：（100％-39.5％（【実績】Ｒ3年度））／（100％-35.0％（【目標】Ｒ7年度））×100＝93.1％
女性：（100％-25.9％（【実績】Ｒ3年度））／（100％-20.5％（【目標】Ｒ7年度））×100＝93.2％

「トコトコ健幸マイレージ事業」を実施し、日常生活の中で自身のペースで気軽に楽しみながら取り組める「歩き」を中心とした
健康づくりを推進した。

健康づくり支
援課

(4)

保健センターの各種健康相談や健康教育において、健康診断（検診）の必要性を説明し受診を促した。また、母子保健事
業を通して子育て世代や働き盛りの世代に対しても受診を促した。

健康づくり支
援課

特定健診の結果に関する地区別データを、地区担当保健師等が地区活動の中で活用できるよう健康づくり支援課に情報提
供した。また、生活習慣病の早期発見を行うことが目的である特定健診について、関係部署（衛生部門、商業農業部門、子
育て部門）に勧奨依頼（ポスター掲示、チラシ配架、発行物への記事掲載）を行った。

国民健康保険
課

R5 R6 R7

糖尿病の発症要因となる血糖の状態を測る指標です。空腹時血糖
100mg/dl以上は保健指導判定値であり、生活習慣を見直すことで
改善が期待されます。現状は、平成30年度の割合です。糖尿病を
引き起こす高血糖の状態を予防するために、令和７年度（2025年
度）までに男性35％、女性20.5％を目指します。

目標（R7年度） 実　績
男性  40.5%
女性  26.5%



認知症施策推進事業

認知症施策推進事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
B B

住み慣れた自宅や地域で暮らし続けるための取り組みの推進度
合いを測る指標です。現状は、平成30年度までに実施した認知
症サポーター養成講座受講者数です。目標は、令和7年度（2025
年度）までに毎年2,500人の増加を目指します。

目標（R7年度） 実　績 23,617人 24,874人

38,000人（累計） 達成率 62.2% 65.5%

R4

第２節　精神疾患　（１）認知症

第２章　早期発見・支援

令和３年度
主な取組実績

指標名 認知症サポーター養成講座受講者数 R2 R3

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)

認知症を正しく理解するための普及啓発を行います。
認知症施策を推進していくため保健・医療・介護・福祉と連携を図ります。

関係事務事業名称

(1)
認知症に関する正しい知識や、認知症の方への対応の仕方などについて学習する「認知症サポーター養成講座」を開
催した。
新型コロナウイルスの影響で団体からの開催自粛や会場の利用制限があったが、前年度実績を上回った。
【令和３年度実績】受講者数：1,257名　（参考）【令和２年度実績】受講者：1,099人

高齢者支援課

(2)

認知症初期集中支援チームなどの認知症支援の関係機関や地域の資源が必要な対象者のケアに繋がるよう、認知症地
域支援推進員と連携し、定例会などを通し状況を共有した。

高齢者支援課

現状（H30年度までの累計）

20,365人【参考値】

R5 R6 R7

認知症施策推進事業
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関係事務事業名称

関係事務事業名称

こころの健康づくり普及啓発事業

精神保健事業

こころの健康づくり普及啓発事業

精神保健事業

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
Ａ Ｓ

3,425人 達成率

指標名 こころの健康講座等参加者数 R2 R3 R4

健康管理課

新型コロナウイルス感染防止を講じながら、所沢こころの美術展、こころの健康講座を実施した。
【令和3年度実績】
（所沢こころの美術展）実施回数：5日間開催　来場者数：3,284人
（こころの健康講座）実施回数：2回　参加者数；59人

健康管理課

各保健福祉の関係機関等において、精神保健ニーズが必要な方を発見した場合に適切な相談窓口につなげることができる
よう連携強化に努めた。

健康管理課

R5 R6 R7

精神障害及び精神障害者に対する市民の理解と知識の高
まりを測る指標です。現状は、平成30年度の参加者数です。
目標は、令和7年度（2025年度）までに3,425人を目指しま
す。

目標（R7年度） 実　績 2,898人 3,343人

第２節　精神疾患　（２）うつ病・統合失調症等

第２章　早期発見・支援

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムを推進します。
精神疾患やこころの健康問題に関する情報提供を進めます。
関係機関と連携し、相談窓口の周知を図ります。

現状（H30年度【参考値】）
2,974人

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)

自立支援協議会こころ部会において精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの推進のため、精神保健医療福祉関係機
関、地域包括支援センター等の高齢者支援機関職員らと会議を実施し、本市の精神保健福祉の課題の共有と連携体制の
確認を行った。【令和3年度実績】（こころ部会委員会）実施回数：2回　参加人数：24人

84.6% 97.6%



自殺防止対策にかかる啓発事業

自殺防止対策にかかる啓発事業

関係事務事業名称

特記事項

目
標
指
標 目標指標

達成度
B S

自殺総合対策大綱における国の数値目標は、令和7年（2025年）
の厚生労働省「人口動態統計」に基づく自殺死亡率を平成27年
(16.9人)に比べ30％以上減少させるとしています。現状は、平成
29年度の死亡率です。目標は、令和７年度（2025年度）までに
11.8人を目指します。

目標（R7年度） 実　績 18.3人 11.6人

11.8人 達成率 64.5% 101.7%

R4

第３節　自殺対策　（１）市民一人ひとりの気づきと見守り

第２章　早期発見・支援

令和３年度
主な取組実績

指標名 自殺死亡率 R2 R3

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)

自殺予防に関する正しい知識の普及啓発を図ります。
うつ病や依存症についての普及啓発を図ります。

関係事務事業名称

・本項目については以下の計算式によって達成率を算出しています。
　（11.8人（【目標】Ｒ7年度）／11.6人（【実績】Ｒ３年度）×100＝101.7％
・目標指標については、小項目（1）市民一人ひとりの気づきと見守り～(4)こころの健康づくりで共通のため、小項目(1)市民一人ひとりの気づきと見守りに記載しています。

(1)

広報ところざわ3月号の健幸ワンポイントにおいて、『桜の季節は「こころの健康」に気を付けて』というテーマで自殺予防
関連のコラムを掲載した。

健康管理課

(2)

こころの健康講座において、講演会（テーマ：「うつ病講座～コロナ禍における自殺予防と防止～」）を実施した。
【令和３年度実績】実施日：令和3年10月29日　参加人数：28人

健康管理課

現状（H29年度実績）
16.3人

R5 R6 R7

自殺防止対策にかかる啓発事業
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関係事務事業名称

精神保健事業
こころの健康づくり普及啓発事業
自殺防止対策にかかる啓発事業

精神保健事業

精神保健事業

特記事項

昨年度に引き続き電話相談やメール相談の充実を図った。また、広報ところざわにて専門相談や各種つどいの日等の案
内や精神保健にかかる記事を掲載し情報発信を行った。

第３節　自殺対策　（２）相談支援

第２章　早期発見・支援

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

目標指標については、小項目（1）市民一人ひとりの気づきと見守り～(4)こころの健康づくりで共通のため、小項目(1)市民一人ひとりの気づきと見守りに記載しています。

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

相談体制及び情報発信の充実を図ります。
生活困窮者等への相談窓口の充実を図ります。
相談支援に対応する関係職員の資質向上を推進します。

健康管理課

所沢市社会福祉協議会内の生活困窮者自立相談支援機関が実施している支援調整会議に毎月出席し個別支援の充
実に努めた。

健康管理課

自立支援協議会のこころ部会において、市内精神保健医療福祉関係機関を対象に情報共有と顔の見える連携づくりを
目的とした会議を実施した。
【令和3年度実績】（こころ部会全体会）実施回数：2回　参加者人数：68人

健康管理課

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)



関係事務事業名称

心のエネルギープロジェクト

妊娠・出産つづけてサポート事業
母子健康教育・相談事業

精神保健事業

特記事項

令和元年度から実施している「心のエネルギープロジェクト」では、研修を通し、すべての子どもたちが自己肯定感を高め
生命尊重の意識を持てるような教師の授業力や学級経営力を高める取組を行い、教職員に広めた。

第３節　自殺対策　（３）生きることへの支援の充実

第２章　早期発見・支援

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

目標指標については、小項目（1）市民一人ひとりの気づきと見守り～(4)こころの健康づくりで共通のため、小項目(1)市民一人ひとりの気づきと見守りに記載しています。

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

児童生徒の悩みを理解し、支援を届けます。
女性及び子育て世代の悩みを理解し、支援を届けます。
高齢者・障害者及び家族の悩みを理解し、支援を届けます。

学校教育課

妊娠届出から出産、子育て期にわたり、相談および情報提供に努めた。妊娠届出時の専門職による全数面談を目指し、
窓口の集約化を目指し、市ホームページで周知・啓発を実施。また保育園・児童館等にポスター掲示を行った。
【令和3年度実績】相談件数：28,922件

健康づくり支
援課

精神保健相談において、障害当事者およびその家族からの相談に応じ、適切な支援機関や家族会等の紹介や連絡調
整を行っている。
【令和3年度実績】電話相談：8,028件　メール相談：156件　来所相談：1,067件　訪問：1,186件　計：10,437件

健康管理課

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)
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関係事務事業名称

機能訓練事業

労働セミナー・労働相談等開催事業

自殺防止対策にかかる啓発事業

特記事項

「脊髄小脳変性者症のつどい」を2回実施し、当事者同士の交流を図った。

第３節　自殺対策　（４）こころの健康づくり

第２章　早期発見・支援

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

目標指標については、小項目（1）市民一人ひとりの気づきと見守り～(4)こころの健康づくりで共通のため、小項目(1)市民一人ひとりの気づきと見守りに記載しています。

課名主な取組

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

難病患者等の悩みや不安の解消を図ります。
職場におけるメンタルヘルス対策を支援します。
思春期の生徒への相談体制の充実を図ります。

健康づくり支
援課

「埼玉県労働セミナー」を埼玉県と共催で開催し、事業主・人事労務担当者・勤労者等を対象に、メンタルヘルスに関す
る講義を動画配信方式で行い、32名が受講した。また、メンタルヘルスに関するチラシを窓口や各種セミナー等で配架し
たり、事業者向けメールマガジンに掲載するなど、情報提供を行った。

産業振興課

思春期の精神的健康問題を抱える者、その家族を対象とした精神科医師による専門相談を実施した。
【令和3年度実績】（思春期こころの健康相談）実施回数：12回　相談件数：37件

健康管理課

令和３年度
主な取組実績

(1)

(2)

(3)



特記事項
目標指標達成度「◎」
小児科救急医療病院群輪番制において、担当医不在日が以下のとおり整備された。
　・第２、第４日曜日 (夜間）／第５日曜日（昼間・夜間）：埼玉石心会病院（令和３年６月～）

現状（H30年度実績）
実施

目標指標
達成度

◎ ◎

目
標
指
標

小児科救急医療病院群輪番制事業
充実 達成率

指標名 小児科救急医療病院群輪番制の実施状況 R2 R3 R4

入院や手術を必要とする小児の重症患者に対応する第二次救急医療体
制の実施状況を示す指標です。現状は、火曜日から土曜日の夜間及び
日曜日（第4、第5日曜日を除く）の昼間、祝休日・年末年始で実施してい
ます。目標は、令和7年度（2025年度）までにすべての曜日・時間帯での
実施を目指します。

目標（R7年度） 実　績 改善 改善

小児科救急医療病院群輪番制事業

R5 R6 R7 関係事務事業名称

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)
所沢市医師会による「在宅当番医」、「小児科日曜日・祝休日診療」や所沢市市民医療センターの「小児急患診療（夜
間、深夜帯、祝休日）」の情報を情報冊子「健康ガイドところざわ」、市ホームページ、広報紙に掲載し、祝休日・夜間・深
夜の救急医療体制の情報提供を図った。

保健医療課
在宅当番医制実施事業
小児科救急医療病院群輪番制事業

(2)
救急医療の安定提供を維持するため、平日および土曜日の夜間、祝休日の昼間について、所沢地区（所沢市、狭山
市、入間市）の医療機関の協力により小児科救急医療病院群輪番制を実施した。また、担当病院が不在となっていた第
2・第4日曜日の夜間および第５日曜日について、関係医療機関の協力により輪番が開始され、小児科二次救急医療体
制が強化された。

保健医療課 小児科救急医療病院群輪番制事業

(3)
情報冊子「健康ガイドところざわ」（全戸配布）や市ホームページおよび広報紙を通じて、救急医療やチャット形式で気軽
に相談できる「埼玉県ＡＩ救急相談」や、埼玉西部消防局による休日夜間病院案内等について市民への周知を図った。ま
た、引き続き、全国共通ダイヤル（♯7119）に関する、ポスター・マグネットシートを公共施設等に配架し、市民への周知啓
発に努めた。

保健医療課

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

所沢市医師会や所沢市市民医療センター等と連携し小児救急医療に関するわかりやすい情報提供を行います。
小児救急医療（初期・二次）を安定的に提供できる体制づくりを推進するため、埼玉県や関係市等と連携を図ります。
救急医療体制や救急車の適正利用等について周知啓発等に努めます。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第３章　医療提供体制

基本方針 市民がいつでも安心して医療の提供を受けられるよう、救急医療体制や地域医療・在宅医療提供体制の整備に努めます。

第１節　小児医療・周産期医療　（１）小児救急医療（初期・二次）
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特記事項
目標指標実績・達成度「―」
新型コロナウイルス感染拡大予防の影響により、目標指標である「産婦人科・周産期医療問題協議会」の開催が見送られた。

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

― ―

目
標
指
標

指標名 産婦人科・周産期医療問題協議会会議への参加

周産期医療充実のための関係機関との
連携

R4 R5 R6 R7 関係事務事業名称R2 R3

所沢市産婦人科・周産期医療問題協議会会議への参加状
況を示す指標です。引き続き、会議へ参加して産婦人科・周
産期医療について市内医療機関、行政機関等と情報共有
及び課題の把握に努めます。

目標（R7年度） 実　績 ― ―

継続 達成率

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)
子育て世代包括支援センター「かるがも」で妊娠届出をした方には助産師・保健師等の専門職による面談を実施。保健
医療課で妊娠届出時に保健師との面談ができなかった方やまちづくりセンターで妊娠届出をした方には電話（マタニ
ティーコール）を実施し、相談先・正しい知識・子育て支援等の情報を周知した。
産後、心身の不調や、育児に不安を抱えた母親に対しては産後ケア事業を実施し、病院等に宿泊する形で心身のケア
や育児サポート等のきめ細かい支援を行った。

健康づくり支
援課

妊娠・出産つづけてサポート事業

(2)

埼玉県市町村保健師協議会母子部会に参加し、周産期医療について、狭山保健所管内の関係医療機関と情報共有を
行った。また、平成30年7月からNICUを再開している西埼玉中央病院の現状を情報収集するとともに、周産期医療の医
療体制の拡充に向け、引き続き、国・県の動向を注視した。

保健医療課
周産期医療充実のための関係機関との
連携

今後の
市の方向性

(1)
(2)

周産期医療の母子に対する健康管理や健康相談、医療情報等の周知に努めます。
周産期医療充実のため、狭山保健所や埼玉県西部保健医療圏の各市、関係機関との連携を図ります。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第３章　医療提供体制

第１節　小児医療・周産期医療　（２）周産期医療充実のための関係機関との連携



特記事項

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

〇 〇

目
標
指
標

在宅当番医制実施事業
継続 達成率

R5 R6 R7 関係事務事業名称

入院を必要としない軽症の救急患者に対応する初期救急医
療体制の実施状況を示す指標です。一般の医療機関が診
療を行っていない祝休日及び年末年始の初期救急医療体
制の安定提供のため今後も維持に努めます。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

指標名 在宅当番医制の実施状況 R2 R3 R4

主な取組 課名 関係事務事業名称

所沢市医師会の協力のもと、在宅当番医制を実施し、休日および祝日の初期救急患者（外来の軽症患者）の医療体制
の確保に努めた。また、所沢市薬剤師会では、「休日当番薬局」を市ホームページに掲載し、市民への情報提供を図っ
た。 保健医療課

在宅当番医制実施事業

指定管理者である所沢市歯科医師会が管理・運営している「歯科診療所あおぞら」で休日緊急歯科診療を実施した。 歯科診療所事業

令和３年度
主な取組実績

(1)
所沢市医師会による「休日急患当番医」や埼玉西部消防局による「休日夜間病院案内」、埼玉県による「埼玉県ＡＩ救急
相談」などの情報を情報冊子「健康ガイドところざわ」、市ホームページ、広報紙に掲載し、救急医療の情報提供を図っ
た。

保健医療課 救急医療の受診に関する情報提供

(2)

(3)
全戸配布を行っている情報冊子「健康ガイドところざわ」の救急医療のページや市ホームページおよび広報紙を通じて、
救急医療やチャット形式で気軽に相談できる「埼玉県ＡＩ救急相談」や、埼玉西部消防局による休日夜間病院案内等に
ついて市民への周知を図った。また、引き続き、全国共通ダイヤル（♯7119）に関する、ポスター・マグネットシートを公共
施設等に配架し、市民への周知・啓発に努めた。

保健医療課 救急医療の受診に関する情報提供

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

所沢市医師会や埼玉西部消防局等と連携し、救急医療の受診などに関するわかりやすい情報提供に努めます。
所沢市医師会、歯科医師会、薬剤師会と協力し、引き続き在宅当番医制及び休日緊急歯科診療を実施します。
救急医療体制や救急車の適正利用について周知啓発等に努めます。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第３章　医療提供体制

第２節　救急医療　（１）初期救急医療体制
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特記事項

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

〇 〇

目
標
指
標

指標名 所沢地区病院群輪番制の実施状況

所沢地区病院群輪番制病院運営事業

R4 R5 R6 R7 関係事務事業名称R2 R3

入院や手術を必要とする重症救急患者に対応する第二次救急医療体制の
実施状況を示す指標です。現状は、月曜日から土曜日の夜間及び祝休日・
年末年始で実施しています。目標は、引き続き、輪番制を実施している医療
機関に協力いただき、所沢地区（所沢市・入間市・狭山市）において、平日
夜間及び祝休日・年末年始の救急医療の安定提供のため、今後も維持に努
めます。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

継続 達成率

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)

市ホームページに埼玉県内および市内のＡＥＤ（自動体外除細動器）設置状況や使い方、埼玉西部消防局で実施する
救命講習会、応急手当講習および埼玉県西部消防局が作成した「救急受診ガイド」の情報を掲載し、市民への普及啓発
を行った。

保健医療課 救急医療の受診に関する情報提供

(2)
救急医療の安定提供を維持するため、平日および土曜日の夜間、祝休日について、所沢地区（所沢市、狭山市、入間
市）内の医療機関の協力により病院群輪番制を実施した。
また、狭山保健所が開催する「西部地域保健医療・地域医療構想協議会」（令和3年度は書面開催）に参加し、関係市や
関係機関と課題等について情報共有を図った。
なお、「所沢地区救急医療対策協議会」については、新型コロナウイルス感染症患者等の増加を受け、開催が中止となっ
た。

保健医療課
小児科救急医療病院群輪番制事業
所沢地区病院群輪番制病院運営事業

今後の
市の方向性

(1)
(2)

所沢市医師会や埼玉西部消防局等と連携し、救急医療の受診などに関するわかりやすい情報提供に努めます。
関係市や医療機関と協力し、引き続き第二次救急医療体制を実施します。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第３章　医療提供体制

第２節　救急医療　（２）第二次救急医療体制



特記事項

現状（H29年度【参考値】）
38.7％

目標指標
達成度

B Ｓ

関係事務事業名称

市内の准看護学院・看護専門学校卒業生で准看護師又は看護師試験
の合格者のうち市内での就職を通じて地域医療の充実に関する取り組
み状況を示す指標です。
現状は、平成29年度の割合です。
目標は、令和7年度（2025年度）までに50％を目指します。

目標（R7年度） 実　績 36.7% 54.2%

所沢看護専門学校運営費補助金
50.0% 達成率 73.4% 108.4%

R4

令和３年度
主な取組実績

R5 R6 R7
目
標
指
標

指標名 所沢准看護学院・所沢看護専門学校卒業生（合格者）の市内就職率 R2 R3

保健医療課 救急医療の受診に関する情報提供

(4)
在宅医療・介護について、講義を高齢者大学で行うとともに、動画セミナーを所沢市医療介護連携支援センターホームページ
で公開するなど、市民へ普及啓発を行った。

高齢者支援課 在宅医療・介護連携推進事業

(3)
所沢市医師会の協力のもと、在宅当番医制を実施し、祝休日の初期救急患者（外来の軽症患者）の医療体制の確保に努め
た。また、救急医療の安定提供を維持するため、所沢地区（所沢市、狭山市、入間市）内の医療機関の協力により、平日および
土曜日の夜間、祝休日の昼間について、所沢地区病院群輪番制を、また、小児救急医療体制として、月曜日から土曜日の夜
間、日曜日昼間について小児科救急医療病院群輪番制を実施した。

保健医療課
在宅当番医制実施事業
所沢地区病院群輪番制病院運営事業
小児科救急医療病院群輪番制事業

(2)
全戸配布を行っている情報冊子「健康ガイドところざわ」の救急医療のページ、市ホームページや広報紙を通じて、救急医療や
チャット形式で気軽に相談できる「埼玉県ＡＩ救急相談」について市民への周知を図った。また、全国共通ダイヤル（♯7119）に
ついて、チラシ・カードを公共施設に配架し、周知啓発した。

主な取組 課名 関係事務事業名称

(1) 在宅医療・介護連携については、専門職間の顔の見える関係づくりをはじめ、課題抽出、研修等を目的とした医療介護連携会
議を市内６ブロックで開催し、入退院時における円滑な連携の在り方について協議する等、さらなる推進に向けて取り組んだ。
入院している児童については、医療機関からの要請等に応じて退院時カンファレンスに出席し、保健センターと連携を図りなが
ら相談や情報共有に努めた。また、在宅で過ごす障害児等については、訪問やサービス担当者会議を通じて関係機関との情
報共有や連携に努めた。

高齢者支援課 在宅医療・介護連携推進事業

こども福祉課 障害児相談支援事業

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)
(4)

保健・医療・介護・福祉が連携し、地域医療の充実を図ります。
関係機関と連携し、医療に関するわかりやすい情報を提供します。
市民一人ひとりが、地域で安心して生活を送ることができる体制づくりを目指します。
講演会等を通じて、地域医療に関する様々な情報を市民へ普及啓発します。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第３章　医療提供体制

第３節　地域医療　（１）地域医療の充実
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32/50ﾍﾟｰｼﾞ

特記事項
目標指標実績・達成度「―」
目標指標である「在宅医療に関する講演会の開催」については、市が主催の健康まつりの中で実施予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大のため中止となった。
なお、医療介護連携会議についてはオンライン等で実施し、新型コロナウイルス感染症の影響下にあっても、関係者間による連携を深めることができた。

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

― ―

目
標
指
標

指標名 在宅医療に関する講演会の開催

所沢市保健医療計画推進事業

R4 R5 R6 R7 関係事務事業名称R2 R3

在宅医療の推進に関する指標です。在宅医療に関する講演
会を開催し、市民への在宅医療に関する知識の普及啓発を
図ります。目標は、引き続き、講演会の開催を継続するもの
です。

目標（R7年度） 実　績 ― ―

継続 達成率

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)

専門職間の顔の見える関係づくりや在宅医療・介護連携における課題抽出、研修等を目的とした医療介護連携会議を
市内6ブロックで開催し、入退院時における円滑な連携の在り方について協議する等、在宅医療・介護連携のさらなる推
進に向けて取り組んだ。

高齢者支援課 在宅医療・介護連携推進事業

(2)

在宅医療・介護について、講義を高齢者大学で行うとともに、動画セミナーを所沢市医療介護連携支援センターホーム
ページで公開するなど、市民へ普及啓発を行った。

高齢者支援課 在宅医療・介護連携推進事業

今後の
市の方向性

(1)
(2)

保健・医療・介護・福祉が連携を図り、在宅医療の推進に努めます。
関係機関と連携し、わかりやすい在宅医療に関する情報を提供します。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第３章　医療提供体制

第３節　地域医療　（２）在宅医療の推進



特記事項

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

○ ○

目
標
指
標

機能訓練事業
継続 達成率

指標名 リハビリテーションに関する市民への情報提供 R2 R3 R4

リハビリテーションに関する情報提供の取り組み状況を示す
指標です。引き続き、リハビリテーションに関する情報把握に
努めるとともに、市民への情報提供を図ります。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

母子健康教育・相談事業

こども福祉課 障害児相談支援事業

R5 R6 R7 関係事務事業名称

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)

令和3年11月に所沢市リハビリテーション連絡会運営会議を開催した。新たに運営委員となった方も加わり、令和4年度以
降の活動について意見交換を実施した。

健康づくり支
援課

機能訓練事業

(2)

所沢市リハビリテーション連絡会運営会議において、現行の「リハビリ実施施設一覧」の更新について検討した。
健康づくり支

援課
機能訓練事業

(3)

母子保健における訪問指導や相談において、病院紹介や運動指導を実施した。訪問等により児童の状況を確認し、必
要に応じてリハビリテーションが可能な専門機関等を案内した。
また、「理学療法士のできること」と題したチラシを作成し、こどもから大人まで幅広く相談に対応している事を周知した。

健康づくり支
援課

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

保健・医療・介護・福祉にわたるリハビリテーションの連携及び市内リハビリテーション専門職への情報共有を図ります。
医療機関で実施されるリハビリテーションの情報把握に努めるとともに、市民への情報提供を図ります。
小児のリハビリテーションを必要とする方に対し、リハビリテーションを実施可能な病院案内や相談対応などの支援に努めます。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第３章　医療提供体制

第３節　地域医療　（３）リハビリテーション
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34/50ﾍﾟｰｼﾞ

特記事項

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

○ ○

目
標
指
標

入院事業
充実 達成率

指標名 他の医療機関等からの紹介入院受け入れ体制の充実 R2 R3 R4

所沢市市民医療センターと近隣の医療機関等との連携体制を示
す指標です。地域連携室に看護師、医療ソーシャルワーカー、事
務補助職員を配置することにより、平日昼間は近隣の医療機関か
らの入院依頼に対して円滑な入院受け入れ体制の充実を図りま
す。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

入院事業

R5 R6 R7 関係事務事業名称

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1) 急性期治療を経過し、病状が安定した患者の復帰支援に向けた医療、支援を行う、地域包括ケア病床に入院中の患者
に対して、在宅復帰を目的としたリハビリ等を行った。
　【令和4年3月末実績】在宅復帰率　78.2％

市民医療セン
ター

入院事業

施設や付帯設備の老朽化による計画的な改修等と合わせ、市の病院として担うべき役割について検討を進め、再整備に
関する市としての考え方や方向性を具体化するため、「所沢市市民医療センター再整備基本構想」を策定した。

市民医療セン
ター 所沢市市民医療センター再整備基本構

想策定事業
保健医療課

(2)
「地域連携室」において、入院に関する相談や医療機関との調整、在宅医療に関する相談など関係機関との調整、連携
などの役割を担った。
【令和3年度実績】
　相談業務：14,497件（前年度比+3,263件）
　予約業務：762件（前年度比+216件）
　調整業務：5,411件（前年度比+1,537件）

市民医療セン
ター

今後の
市の方向性

(1)
(2)

地域完結型の医療提供体制の推進を図ります。
医療機関や高齢者福祉施設等との連携を図ります。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第４章　市の公立医療機関の役割

基本方針 本市が設置している「所沢市市民医療センター」と「所沢市歯科診療所あおぞら」は、公立医療機関としての役割を果たすため、関係機関と連携して地域医療の充実を図ります。

第１節　所沢市市民医療センター　（１）地域医療・在宅医療への対応



特記事項

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

○ ○

目
標
指
標

小児初期救急医療体制推進事業
継続 達成率

R5 R6 R7 関係事務事業名称

本市の小児初期救急医療の体制整備を示す指標です。引
き続き、所沢市域全体で365日昼間、夜間、深夜のすべての
時間帯での小児初期救急医療を提供できるよう体制を維持
するものです。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

指標名 小児初期救急医療体制の維持 R2 R3 R4

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)

所沢市市民医療センター常勤医師のほか、非常勤医師および所沢市医師会からの派遣医師と連携し、所沢市域全体
で、新型コロナウイルス感染症が感染拡大した状況下においても、1日の休みもなく小児初期救急医療体制を安定的に
実施した。

【令和3年度実績】
所沢市市民医療センター小児科受診者数
平日昼間：12,598人　夜間：1,966人　　深夜：833人
日曜日及び休日：1,924人
合計　　17,321人

市民医療セン
ター

小児初期救急医療体制推進事業

今後の
市の方向性

(1) 小児初期救急医療体制の安定的な提供に努めます。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第４章　市の公立医療機関の役割

第１節　所沢市市民医療センター　（２）小児急患診療
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特記事項

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

○ ○

目
標
指
標

指標名 精密検査を指示された方への受診勧奨通知の送付

健診事業

R4 R5 R6 R7 関係事務事業名称R2 R3

疾病の早期発見、治療に関する取り組みを示す指標です。人間
ドック及び一般検診で精密検査を指示された方に対して、約2か
月後に所沢市市民医療センターから受診勧奨通知を送付し、精
密検査の未受診をなくし適切な医療を受けられるよう事後フォロー
するものです。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

継続 達成率

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)

新型コロナウイルス感染防止に努めながら中止することなく健診事業を行い、多くの受診者を受け入れた。
また、疾病の早期発見と早期治療に向け、人間ドック等の受診者のうち、延べ1,433人に対して精密検査の受診を促し
た。

市民医療セン
ター

健診事業

(2)

新型コロナウイルス感染症対策として、健診会場内の消毒や、密回避のための受付時間の分散、会計方法の工夫等を
講じながら継続的に実施をしている。
受診者を女性に限定した毎月1回のレディースデーの実施を継続し、市民がリラックスして受けられるよう努めている。

市民医療セン
ター

健診事業

今後の
市の方向性

(1)
(2)

疾病の早期発見と早期治療に努めます。
検診内容の充実を図ります。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第４章　市の公立医療機関の役割

第１節　所沢市市民医療センター　（３）健診事業



特記事項

現状（H30年度【参考値】）
815人

目標指標
達成度

Ｂ A

目
標
指
標

歯科診療所事業
850人 達成率 68.2% 81.1%

指標名 所沢市歯科診療所あおぞらの障害児者歯科診療の受診者数 R2 R3 R4

障害児者歯科診療を必要としている方の認知度からくる診療実績
を測るための指標です。現状は、平成30年度の受診者数です。目
標は、診療を必要とする方への情報提供に努め、令和7年度（2025
年度）までに受診者数850人以上を目指します。

目標（R7年度） 実　績 580人 689人

歯科診療所事業

R5 R6 R7 関係事務事業名称

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)
市ホームページ、広報ところざわや、指定管理者である所沢市歯科医師会で作成したあおぞらのホームページを公開し、市
民に対し、各診療の情報を提供した。また、市内介護サービス事業者（321事業所）に対して、在宅要介護高齢者歯科診療・
障害児者歯科診療用のパンフレットを提供し、周知啓発に努めた。

保健医療課 歯科診療所事業

(2)

障害児者歯科診療（R3.10～11月に1回）、休日緊急歯科診療（R4.2～3月に1回）の患者に対してアンケートを実施し、利用
者の要望等の把握に努めた。なお、所沢市医師会、所沢市歯科医師会、障害者団体等の代表者で構成する「所沢市歯科診
療所あおぞら会議」については、新型コロナウイルス感染症まん延防止のため書面開催の準備を進めていたが、新型コロナ
ウイルス感染症患者が爆発的に増加したことにより、業務が大変ひっ迫し、やむを得ず中止とした。
新型コロナウイルス感染症がまん延する中でも、患者の検温、ビニールカーテンや手指消毒用アルコールの設置、換気の実
施および患者間の接触を避けるための診療枠の見直し等、徹底した感染対策を実施した上で診療を継続した。

保健医療課 歯科診療所事業

(3)
所沢市歯科医師会が保健センター内に所沢地区在宅歯科医療推進窓口を設置し、在宅歯科医療に関する相談を受けた
り、訪問診療を行う歯科医院等の紹介をしている。また、歯科診療所あおぞらでの対応が必要な患者については、適切な対
応を行った。

保健医療課

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

在宅要介護高齢者歯科診療と心身障害児者歯科診療の情報提供に努めます。
所沢市歯科診療所あおぞらの受診者への利便性の向上を図ります。
受診者の状態に応じて、地域の歯科診療所や医療機関との連携を図ります。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第４章　市の公立医療機関の役割

第２節　所沢市歯科診療所あおぞら　（１）所沢市歯科診療所あおぞら
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特記事項

継続
目標指標
達成度

○ ○

目
標
指
標

公共施設感染拡大防止対策事業
継続 達成率

指標名 感染症の流行に関する情報の発信 R2 R3 R4

 感染症に関する情報について、市民が自ら予防・感染症拡
大防止の対策をとるための情報の周知についての指標で
す。収集した情報を迅速に発信し、市民が対策をとれるよう
今後も継続実施するものです。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

新型コロナウイルス感染症防止対策

R5 R6 R7 関係事務事業名称

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1) 狭山保健所を通じ、埼玉県内の感染症発生状況について、定期的に情報を共有した。
（主な共有内容）全数把握対象疾患の患者情報
　一類及び二類（結核を除く）感染症：エボラ出血熱、ジフテリア等
　三類感染症：コレラ等
　四類感染症：E型肝炎等
　五類感染症：アメーバ赤痢等
　

保健医療課 感染症対策

(2)

感染症（新型インフルエンザ等を除く）の予防対策について、市ホームページ等で広く市民に周知啓発を行った。
（例）蚊が媒介する感染症の予防対策について

保健医療課 感染症対策

(3)
新型コロナウイルスワクチン接種開始に伴い、保健センター、市民体育館及び、こどもと福祉の未来館の集団接種会場に
おいて、「免疫力を高める食事と口腔ケア」や「新型コロナの『健康二次被害』にご注意を」等、感染症対策に関するリーフ
レットを配布し広く市民に周知啓発した。

健康づくり支
援課

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

感染流行期や拡大時に適切な状況把握を行うため、関係機関との連携強化を図ります。
感染症に関する情報収集や情報提供を的確かつ迅速に行います。
自らできる感染症対策の啓発を図ります。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第５章　健康危機管理

基本方針 健康危機に関する情報を迅速かつ的確に収集し、市民に対し正確な情報提供に努めるとともに、関係団体と連携し、保健活動・医療体制の整備を目指します。

第１節　感染症対策　（１）国・県等の取り組みの情報収集・情報提供



今後の
市の方向性

(1)
(2)

引き続き、新型インフルエンザ等対策に関する周知を図ります。
平常時から、新型インフルエンザ等の発生時を想定した体制整備を図ります。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第５章　健康危機管理

第１節　感染症対策　（２）新型インフルエンザ等対応

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1) 国からの新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言・解除の内容や国・県からの最新情報について情報収集し、速やかに市民に情報提供を
行った。また、所沢市の新型コロナウイルス感染症対策本部会議において感染拡大防止対策とした、市で実施する発熱外来やＰＣＲ検査、ワク
チン接種情報などとともに、各種イベントや各施設の利用制限などについても市ホームページやほっとメール等により、市民に情報提供を行
い、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めた。

保健医療課
公共施設感染拡大防止対策事業
在宅当番医制実施事業
新型コロナウイルス感染症防止対策ゴールデンウイークおよび年末年始の期間に発熱等の症状が発生した場合の医療機関の受診方法について、所沢市内の在宅当番医および

県が指定した埼玉県指定診療・検査医療機関に関する情報について、市のホームページやほっとメールで市民に周知を行った。

４月より新型コロナウイルスワクチン接種を開始した。より多くの希望者が接種できるように、各医療機関での個別接種に加え、保健センターや
市民体育館などでも集団接種を実施した。また、対象年齢の引き下げや３回目接種など制度の変更に合わせた体制整備を行い、広報ところざ
わや市ホームページ等で情報提供を行った。
【R4.3月末時点累計：（年齢層）ワクチン接種人数／接種率】
　《1回目接種》（合計）274,682人／83.4％
　《2回目接種》（合計）271,790人／82.5％
　《3回目接種》（合計）129,461人／41.7％

健康管理課 新型コロナウイルスワクチン接種事業

(2) 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、R3.10月に埼玉県と「新型コロナウイルス感染症の自宅療養者に係る連携事業に関する覚書」を
締結した。本覚書に基づき、埼玉県から自宅療養者支援対象者リストおよびパルスオキシメーターの提供を受け、健康観察のためパルスオキ
シメーターが必要とされる方に対し、所沢市で配布を行った。
（事業開始：R4.1月～）【R3年度実績（R4.1～3月）】パルスオキシメーター配布数　6,267台

保健医療課 新型コロナウイルス感染症防止対策
感染拡大時に備え、急激に体調が悪化した方に対し酸素を供給するため、酸素濃縮器を10台用意し、保健所を通じ、症状により必要と判断さ
れた新型コロナウイルス感染症患者に対して貸し出しを行った。所沢市で用意した酸素濃縮器は、所沢市医師会および保健所へそれぞれ5台
ずつ貸し出しを行った。（事業開始：R4.2～）
【R3年度実績（R4.2～3月）】酸素濃縮器使用台数　2台

風水害で開設する避難所における新型コロナウイルス感染拡大防止のため、保健師等の協力を得て「濃厚接触者用避難所」や「せき症状用
避難所」といった専用避難所を開設する体制を整備した。

危機管理室 災害対策・指定避難場所整備事業

新型コロナウイルス感染症について、主に以下の対応を行った。
・所沢市医師会PCRセンターの運営協力
・発熱外来を継続し、特に、新型コロナウイルス感染拡大期においては、発熱者や濃厚接触者に対する検査依頼にも積極的に対応した。（R2
年度：827件⇒R3年度：5,109件）
・新型コロナウイルス感染症に対する、中和抗体薬の投与や経口薬の処方による治療を開始した。
・退院基準を満たした患者の受け入れ可能な医療機関として、新型コロナウイルス感染症回復後、引き続き入院が必要な患者を受け入れた。
・新型コロナウイルスワクチン集団接種、個別接種への協力

市民医療セン
ター

地域医療体制支援事業

新型コロナウイルス感染症拡大に合わせ延べ184日、狭山保健所に全庁の併任保健師を派遣し、逼迫する保健所業務の支援を行った。

健康づくり支援課 新型コロナウイルス感染症防止対策
新型コロナウイルス感染症流行期における避難所開設に備え、7月に関係部署との連絡調整及び従事する庁内職員への研修会を実施した。
また、感染対策を踏まえた保健活動に必要な物品の確認を行った。
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R5 R6 R7 関係事務事業名称

本市の新型インフルエンザ等対策が国・県の対策と一貫性を持った
ものとして機能しているかどうかを示す指標です。新型インフルエン
ザ等対策行動計画等に始まる対策の実効性を高めるため、今後も
継続実施するものです。

目標（R7年度） 実　績 ― ―

指標名 新型インフルエンザ等対策訓練への参加・実施 R2 R3 R4

新型インフルエンザ等対策
継続 達成率

特記事項
目標指標実績・達成度「―」
・新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応による業務ひっ迫のため、国・県による新型インフルエンザ等対策訓練は実施が見送られた。また、同様な理由で、例年、市で実施している目標指標である「新型イン
フルエンザ等対策訓練（市独自）」についても実施を見送った。

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

― ―

目
標
指
標



特記事項

現状（H30年度実績）
継続

目標指標
達成度

○ ○

目
標
指
標

災害時応援協定締結事業
充実 達成率

指標名 関係機関との連携強化 R2 R3 R4

災害時に適切な医療体制を整えるための指標です。災害時
に円滑に医療救護活動が行われるよう関係機関と情報を共
有し連携を強化して取り組みます。

目標（R7年度） 実　績 継続 継続

災害対策・指定避難場所整備事業

R5 R6 R7 関係事務事業名称

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)

所沢市市民医療センター、保健センターおよび災害対策本部（本庁舎）等を結ぶ所沢市特有無線網である災害時の通
信手段（デジタル移動系防災行政無線）を整備した。

危機管理室 防災行政無線整備・管理事業

(2)

災害時における医療提供体制を整備するため、所沢市医師会、危機管理室、保健医療課で意見調整を行い、所沢市医
師会対策本部会議の設置場所や災害時の通信手段等について協議した。

保健医療課 災害時の医療提供体制整備

(3)

災害時の医療体制および薬品等の確保については、地域防災計画に基づき医師会対策本部から所沢市災害対策本部
に補給要請等を行うことを確認した。

危機管理室

今後の
市の方向性

(1)
(2)
(3)

災害時に円滑な医療救護活動が実施できるよう努めます。
災害時の医療体制確保のため、関係団体との連携強化を図ります。
災害時の医薬品等の供給体制の整備に努めます。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第５章　健康危機管理

第２節　災害時医療　（１）地域防災計画に基づく対応
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特記事項

現状（H30年度実績）
未実施

目標指標
達成度

◎ ○

目
標
指
標

指標名 災害時の保健活動の初動体制

災害時保健活動体制整備事業

R4 R5 R6 R7 関係事務事業名称R2 R3

災害時に迅速かつ組織的な保健活動を開始するための指標で
す。
市の保健師により、「（仮称）災害時保健活動初動マニュアル」策
定を進め、市の関係部署と情報共有し、連携して取り組みます。

目標（R7年度） 実　績 改善 実施

実施 達成率

主な取組 課名 関係事務事業名称

令和３年度
主な取組実績

(1)

栄養士、歯科衛生士を含む保健センター職員を対象に、所沢市災害時保健活動マニュアル作成の経緯と概要について
説明を行い意見交換を実施。

健康づくり支
援課

災害時保健活動体制整備事業

(2)

現地対策本部となるまちづくりセンターに、保健活動拠点を置くことや災害時保健活動のための物品の設置について調
整した。
災害時保健師連絡網を使用し安否確認を目的とした訓練、また、保健活動に関わる全職種を対象とした活動物品確認
を含めた災害時訓練を実施。終了後、今後の訓練や実際の活動のためのアンケート調査を行った。

健康づくり支
援課

災害時保健活動体制整備事業

今後の
市の方向性

(1)
(2)

関係機関と連携し、災害時の栄養管理や歯科口腔衛生を含めた保健活動に関する情報収集を行います。
災害時の感染症の流行や持病の悪化などの二次的被害に備えた連携の強化・災害時の保健活動の推進に向け、体制の整備を図ります。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第５章　健康危機管理

第２節　災害時医療　（２）災害時の保健活動



課名

健康づくり支援課

令和３年度
主な取組実績

市民医療センター

所沢市リハビリテーション連絡会運営会議を開催した（令和３年１１月）

今後の
市の方向性

(1)
(2)

(3)

医療・介護関係者の間で情報を随時共有し、在宅医療・介護連携の強化を図ります。
健康保持・増進、疾病の予防・対策、特定健診・特定保健指導、母子保健事業、精神保健事業等を推進する上で、保健・医療・介護・福祉の関係機関等との連携体制
の強化を目指します。
市民自らが自分の健康状態を知り、健康を意識しながら、日常生活を改善していくことを目指します。

主な取組

認知症初期集中支援チームなどの認知症支援の関係機関が、地域の資源を必要としている対象者のケアに繋がるよう、認知症地域支援推進
員と連携し、定例会などを通し認知症の方の状況を共有した。

高齢者支援課

(2)

生活習慣病の早期発見を行うことが目的である特定健診の受診勧奨について、市民への周知を図るため、関係部署（衛生部門、商業農業部
門、子育て部門）と連携し、ポスター掲示、チラシ配架、啓発物の配布等を行った。また、特定健診の結果に関する地区別データを、地区担当
保健師が地区活動の中で活用できるよう関係部署間で情報共有を行った。

国民健康保険課

市内医療機関の小児科や関係機関との会議（子育てネットワーク会議・市内産科医療機関連携会議・まちづくり協議会・4センター会議等）に参
加し、個別支援の必要性について共通認識を図り、母子保健事業を推進するための連携強化に努めた。

健康づくり支援課

自立支援協議会こころ部会において、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（住民に対する医療・介護・福祉などのサービスを関係者が
連携して一体的、体系的に提供する体制）の推進のため、精神保健医療福祉関係機関、地域包括支援センター等の関係職員とともに、本市
の精神保健福祉に関する課題の共有および連携体制の強化に努めた。

本章・本節は、以下にあげる「今後の市の方向性」に対する取り組みを計画全体を通して確認し、本委員会において総括的なコメントを記載することで、計画の基本目標達成に向けた、保健・
医療・介護・福祉分野の、より一層の連携強化を目指すものとしています。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第６章　計画の円滑な推進

第１節　保健・医療・介護・福祉の連携

「小児科急患診療」、「所沢地区病院群輪番制」、「小児科救急医療病院群輪番制」等、本市における救急医療体制維持のため、引き続き所沢
市医師会、地域の医療機関、所沢市市民医療センター、県や関係市等と協力・連携体制の強化に努めた。

(1)

在宅医療・介護連携の強化を図るため、専門職間の顔の見える関係づくりや課題抽出、研修等を目的とした医療介護連携会議を市内６ブロッ
クで実施した。

高齢者支援課

所沢市市民医療センターの「地域連携室」において、入院に関する相談や医療機関との調整、在宅医療に関する相談等、関係機関との調整
および連携の役割を担った。

健康管理課

保健医療課
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特記事項

特定健診の結果に基づく特定保健指導として、情報提供・動議付け支援・積極的支援の階層化を行い、以下の支援や対応を行った。
　（要指導域対象者）健康講座の案内
　（要医療対象者）受診勧奨通知の送付
　（動機付け支援・積極的支援対象者）「個別相談」「血管若返りセミナー」「気軽にシェイプ運動教室」等の特定保健指導事業を開催し、
　保健・栄養・運動の観点から自らの生活を振り返る機会を提供した。なお、本事業未利用者に対して、電話や「血管年齢測定」「栄養教
　室」「運動教室」を開催した。

国民健康保険課

健診結果を生かした生活習慣の改善を目的として「元気応援健康講座」を実施し、参加者が健診結果と生活習慣の関係性を学び、自ら健康づ
くりの行動計画を立案・実践し、取り組んだ成果を次回の健診で確認できるよう支援を行った。

国民健康保険課

日常生活の中で自身のペースで気軽に楽しみながら取り組める「歩き」を中心とした健康づくりを推進するため、「トコトコ健康マイレージ
事業」を実施した。

健康づくり支援課

令和３年度
主な取組実績

(3)

小中学校と連携し、保護者に対し「保健だより」や保護者会を通して「正しい生活リズム」について発信するとともに、学校保健委員会や
児童生徒保健委員会でもテーマとして「生活リズム」を取り上げ、児童・生徒・家庭の意識が向上するよう働きかけを行った。

保健給食課



委員会コメント欄

・第２次所沢市保健医療計画の進行管理については、PDCAサイクルの考え方に基づき、市の関係部署による「所沢市保健医療計画
庁内推進会議」において進捗状況を取りまとめ、その結果を、市民、関係機関、関係団体等の代表者、学識経験者等から構成する「所沢
市保健医療計画推進委員会」において点検・評価を行い、適正な進行管理がなされている。
・本計画の進捗状況を把握するため、各小項目に設定した目標指標の達成状況を管理するとともに、「今後の市の方向性」に対する
取組状況についても確認し、必要に応じて意見等をいただきながら計画の推進に努めている。
また、同様に必要に応じて「委員会コメント欄」に評価を補足する内容を記載している。
・本計画については、市民に周知するため、市ホームページや市政情報センターを通じて情報提供（第２次所沢市保健医療計画の頒布）
しているとともに、計画の目標指標達成状況や「今後の市の方向性」に対する取組状況などを示した「第２次所沢市保健医療計画取組状
況評価シート」を作成し、市ホームページを通じて情報発信している。引き続き、各年度ごとに取組状況評価シートの情報発信をお願いし
たい。
・「第２次所沢市保健医療計画令和３年度取組状況評価シート」における目標指標達成度が未評価の項目については、令和２年度実績に
引き続き新型コロナウイルス感染予防の影響により、目標指標が中止となったものや実績値が把握できなかったものであることを確認した。
・新型コロナウイルス感染症の影響により未評価となっている取組について、本計画で目標指標としている以上、規模の縮小やオンライン
の活用等、何らかの形で実施方法を検討いただきたい。
・定量的な指標について、目標指標達成度が「Ｓ」の実績であっても、現状（第２次保健医療計画策定時点）と比較すると実績値が改善され
ていない指標がある。（例：乳幼児健診未受診率【現状（Ｈ30年度）：4.8％】　【Ｒ3年度実績：5.8％】）
目標指標達成度だけでなく、現状から改善がなされるよう、今後の取組を実施いただきたい。
・新型コロナウイルス感染症の影響等、計画策定時とは状況が異なるため、ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の視点から、
デジタル技術を活用した施策展開を検討いただきたい。

第２次保健医療計画令和３年度取組状況評価シート

第６章　計画の円滑な推進

第２節　計画の推進体制と進行管理
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第２次所沢市保健医療計画　令和３年度取組状況評価シート【委員会コメント一覧】

第１章　健康の保持・増進
第１節　健康づくりの推進

第２節　母と子の健康

第３節　栄養・食生活

第４節　歯・口腔の健康

第５節　予防接種

「トコトコ健幸マイレージ事業」について、令和2年度に引き続き、申込者数が埼玉県内1位となっている点が評価できる。
今後も市民自らが健康に関心を持ち、基本方針に掲げているように、市民が生涯を通じて健康で幸せを実感し元気でいきいきと暮らせる
よう、本事業を積極的に展開されたい。

この地域で子育てをしたいと思う親の割合が、令和2年度よりもさらに高くなった点が評価できる。
今後も子育て世代が安心して出産、子育てができる環境や、悩んだ時に相談できる体制の継続をお願いしたい。

目標指標となっている「祖父母と孫で調理する料理教室や郷土料理をテーマとした料理講習会の開催」について、令和3年度に事業を
再開した点が評価できる。今後も伝統的な食文化の継承を図るため、引き続き感染防止対策を徹底した上で事業を継続していただきた
い。

むし歯のない３歳児の割合について、目標値を上回った点が評価できる。
今後も、定期的な歯科検診を受けることや高齢者を対象としたオーラルフレイル予防の重要性等について、引き続き普及啓発に努めら
れたい。

二種混合予防接種の接種率について、令和２年度に引き続き、目標達成度がＳである点が評価できる。
引き続き、定期接種対象者への個別通知や未接種者への勧奨通知等により、接種率の向上に努められたい。
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第２次所沢市保健医療計画　令和３年度取組状況評価シート【委員会コメント一覧】

第２章　早期発見・支援
第１節　生活習慣病対策

第２節　精神疾患

第３節　自殺対策

こころの健康講座等参加者数について、目標達成度がＳに到達したことから、市民の関心が高まっていると考えられる。
引き続き、精神保健ニーズに対応できるよう、関係機関と連携し、適切な相談窓口につなげることができるよう取組を継続していただきた
い。

新型コロナウイルスの感染拡大が続き、こころの悩みを抱える人に対し、引き続き相談窓口の充実に努められたい。

がん検診の受診者数について、令和２年度から令和３年度にかけ達成率が約15％近く伸びた点が評価できる。
今後も特定健診の案内等と合わせ、がんを含む生活習慣病予防のための情報提供を継続されたい。
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第２次所沢市保健医療計画　令和３年度取組状況評価シート【委員会コメント一覧】

第３章　医療提供体制
第１節　小児医療・周産期医療

第２節　救急医療

第３節　地域医療

所沢市・狭山市・入間市を圏域とする小児科救急病院群輪番制については、担当病院の確保ができなかった第２、第４日曜日の夜間、
および第５日曜日に、新たに圏域内の病院の協力が得られ、小児医療体制の整備が進展した。今後も引き続き、小児科救急（初期・二
次）の医療提供体制の充実に努めるとともに、市民にわかりやすい情報提供を図られたい。
また、圏域内の周産期医療を維持する上で、ＮＩＣＵ（新生児集中治療管理室）を開設する病院の負担軽減も重要な課題であることから、
今後とも小児救急対応等の集中を回避し、僅少な小児医療資源の相互支援が推進されるよう配慮をお願いしたい。

緊急時でも市民が安心して医療が受けられるよう、引き続き関係機関との連携を図り、救急医療体制の維持に努めていただきたい。

高齢化が進むにつれて、医療需要が増え、在宅医療の必要量も大幅に増加することが見込まれることから、在宅医療に関する市民への
知識の普及啓発が重要だと考えられる。目標指標とする在宅医療に関する講演会について、感染防止対策の徹底をした上で、継続でき
るよう努められたい。
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第２次所沢市保健医療計画　令和３年度取組状況評価シート【委員会コメント一覧】

第４章　市の公立医療機関の役割
第１節　所沢市市民医療センター

第２節　所沢市歯科診療所あおぞら

第５章　健康危機管理
第１節　感染症対策

第２節　災害時医療

災害時の医療救護活動を行うにあたり、現在策定中の「所沢市地域防災計画」を踏まえ、関係部署との連携、情報共有等を行いながら
円滑に活動が実施できるよう努められたい。

「所沢市市民医療センター再整備基本構想」に基づき、地域における医療体制の中で、市民の意見等を踏まえ、公立医療機関として求
められる具体的な医療機能等を検討しつつ、引き続き円滑な運営に努めていただきたい。

新型コロナウイルス感染症感染防止対策の徹底を行い、利用者が安心して歯科診療が受けられるよう図られたい。また、「歯科診療所あ
おぞら会議」についても、関係団体との意見交換を図る重要な機会として実施をお願いしたい。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、ひっ迫する保健所業務を支援するため、多くの保健師を派遣したことや、新型コロナウイルスワクチ
ン接種について、より多くの希望者が接種できるよう体制を整備し、令和3年度末時点で1回目又は2回目の接種を受けた方が全世代で
80％を超えた点は評価できる。今後も、新型コロナウイルスを含む感染症に関する国・県からの情報や市としての対策や取り組み等につ
いて、市ホームページや広報紙、市ほっとメール等を通じてわかりやすく情報提供されたい。
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第２次所沢市保健医療計画　令和３年度取組状況評価シート【委員会コメント一覧】

第６章　計画の円滑な推進
第１節　保健・医療・介護・福祉の連携

第２節　計画の推進体制と進行管理【再掲】

・地域包括ケアシステムの推進にあたり、在宅医療・介護連携の強化は不可欠である。新型コロナウイルス感染拡大時であっても、関係
者間で必要な情報を共有できるような連携体制を継続していただきたい。
・市民自らが健康に関心を持ち、日常生活の改善を行うきっかけとなるよう、「トコトコ健幸マイレージ」や「元気応援健康講座」等の事業を
今後も継続し、更なる充実をお願いしたい。
・新型コロナウイルス感染症対策について、今後も埼玉県や所沢市医師会等と協力・連携しながら、自宅療養者支援の継続をお願いし
たい。
・所沢市市民医療センター再整備基本構想に基づき、今後基本計画の策定を進めるにあたり、市民の声や関係者の意見を踏まえつつ、
公立病院として担うべき機能や地域に求められる医療体制等について検討されたい。
・引き続き、第２次所沢市保健医療計画の第１部「総論」、第２章第４節「第１次計画の総括」に示された「成果」、「課題」を踏まえ、「元気
でいきいき“健幸（けんこう）長寿のまち”」　健康寿命男女とも県内１位を目指し、本計画が円滑に推進できるよう、保健、医療、介護、福
祉分野が連携し、計画の方向性に対する様々な取り組みが実施できるよう努められたい。

・第２次所沢市保健医療計画の進行管理については、PDCAサイクルの考え方に基づき、市の関係部署による「所沢市保健医療計画庁
内推進会議」において進捗状況を取りまとめ、その結果を、市民、関係機関、関係団体等の代表者、学識経験者等から構成する「所沢
市保健医療計画推進委員会」において点検・評価を行い、適正な進行管理がなされている。
・本計画の進捗状況を把握するため、各小項目に設定した目標指標の達成状況を管理するとともに、「今後の市の方向性」に対する取
組状況についても確認し、必要に応じて意見等をいただきながら計画の推進に努めている。
また、同様に必要に応じて「委員会コメント欄」に評価を補足する内容を記載している。
・本計画については、市民に周知するため、市ホームページや市政情報センターを通じて情報提供（第２次所沢市保健医療計画の頒
布）しているとともに、計画の目標指標達成状況や「今後の市の方向性」に対する取組状況などを示した「第２次所沢市保健医療計画取
組状況評価シート」を作成し、市ホームページを通じて情報発信している。引き続き、各年度ごとに取組状況評価シートの情報発信をお
願いしたい。
・「第２次所沢市保健医療計画令和３年度取組状況評価シート」における目標指標達成度が未評価の項目については、令和２年度実績
に引き続き新型コロナウイルス感染予防の影響により、目標指標が中止となったものや実績値が把握できなかったものであることを確認し
た。
・新型コロナウイルス感染症の影響により未評価となっている取組について、本計画で目標指標としている以上、規模の縮小やオンライン
の活用等、何らかの形で実施方法を検討いただきたい。
・定量的な指標について、目標指標達成度が「Ｓ」の実績であっても、現状（第２次保健医療計画策定時点）と比較すると実績値が改善さ
れていない指標がある。（例：乳幼児健診未受診率【現状（Ｈ30年度）：4.8％】　【Ｒ3年度実績：5.8％】）
目標指標達成度だけでなく、現状から改善がなされるよう、今後の取組を実施いただきたい。
・新型コロナウイルス感染症の影響等、計画策定時とは状況が異なるため、ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の視点から、
デジタル技術を活用した施策展開を検討いただきたい。
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